
 

令和5年度の事業報告書 

 

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで 

 

認定特定非営利活動法人みちのくトレイルクラブ 

１ 事業の成果 

令和５年度は、コロナ禍が明けて本格的に国内外の人々の動きが活発になり、みちのく潮風トレイルを歩く方の

数も目に見えて増えた一年だった。国内利用者については、移動制限がなくなり感染リスクも低くなったとされた

ことから、東北圏内のハイカーだけでなく、遠方からのハイカーも増えた。名取トレイルセンターの利用者に占め

るハイカーの割合は増え続けておりカウンター業務も活発であった。海外に関しては、スルーハイク、セクション

ハイクする個人の利用者に加え、過去に復興庁、観光庁、文化庁等の補助金で造成したツアー（ガイド付きツアー、

セルフガイドツアー合計３本）への参加者が増加し、主にトレイル北部に多くを送客した。 

また、海外のメジャーなメディア、ニューヨークタイムズ紙、The Times紙、ウォール・ストリート・ジャーナ

ルなどにも紹介していただくと共に、インフルエンサーによる発信などもしていただくことができた。米国のアパ

ラチアントレイルの視察時には、現地日本政府観光局や共同通信社にも訪れ、共同通信社はThe Japan Timesで英

語の記事、47ニュースで日本語の記事を作成してくれたため、全国各地の新聞で大きく取り上げていただくことが

できた。これまでの補助金での取り組み、地道な関係性作りやプロモーション活動がようやく成果として見えきた

一年であった。プロモーションでは、東北観光推進機構や日本航空株式会社の協力も得ることができ、また読売新

聞社によるプロモーションへの協力も得られており、令和６年度も引き続き協働体制が継続される予定である。 

このように、プロモーションが効果を発揮する一方、受け入れ態勢の整備も同時に進める必要があることを痛感

した一年であった。国内外からの問合せ件数は増加しており、英語対応はセンターだけでなく地域においても課題

である。流暢に話す必要はないが、受入体制を整えなければ、地域、ハイカー双方にとって不幸な出来事が増えて

しまうことが懸念される。令和５年度は、地元事業者らが、荷物の搬送サービスや地元事業者への説明会等を実施

してくれたおかげで、当法人だけでは決して実現できないさまざまな受け入れ態勢整備が進みつつある。現時点で

は北部のみでの取り組みだが、令和６年度は優良事例の横展開が予定されており、当法人も協力する予定だ。地域

事業者等の取り組むトレイル関連事業には、令和６年度も積極的に協力していきたい。 

個別の課題を挙げればその数はまだ多いが、当法人は、行政と民間、そして最近増加してきた企業や学校など産

学との連携を更に推し進めるために関係者をつなぐ役割をしっかり繋ぎ、支えていく必要がある。皆で育てる道を

実現するために、ひとつひとつ丁寧に焦らず取り組みを進めることはできた。新たな職員も含め、慢心せず、謙虚

であることを職員一同確認しあいながら取り組んだ一年であった。なお、令和５年度は「認定」特定非営利活動法

人として所轄庁から認定を受けることができた。社会的役割、責任が更に増すものであり、社会資本としてのトレ

イルを末長く運営していくため、当法人は組織として新しいフェーズに移ったものと考える。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載した事

業) 

具体的な事業内容 実施日時 実施場所 
従事者

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

事業費 

（単位：

千円） 

①トレイルの整備・

維持管理事業 

・トレイルの巡視を実施。 

・トレイルの整備を実施。 

・トレイル維持管理のための

管理台帳の管理・更新。 

通年 

地球環境基金 

トレイル沿

線 
6人 

トレイルを利

用する市民及

びハイカー 

不特定多数 

5,877 



 

②トレイルに関わる

各種事業及び連絡調

整・連携事業 

・トレイルの管理運営に関わ

る東北各地の協力団体と管

理運営に関する協議を行

い、トレイルを運営統括。 

・トレイルの運営に関わる東

北各地の団体と定期会議

（連絡会）を開催。 

・トレイル沿線事業者を訪

問し、協力依頼。 

6月、2月に会議開

催（地域連絡会2

回、サテライト連

絡会2回、保護官

会議2回、WEB会議

9回） 

 

通年：事業者訪問、

マップ・データブ

ック修正、サポー

ターズの情報収

集・発信等 

トレイル沿

線、WEB 

 

トレイル沿

線 

8人 

各地の協力団

体、トレイルを

利用する市民

及びハイカー 

9,211 

 

③トレイルや周辺の

自然環境を活用した

企画・実施事業 

・トレイルを活用したハイキ

ングイベント、自然観察会

などの開催。 

通年：日本博2.0、

ふくしま浜街道ト

レイル、名取市自

然観察会（2回） 

東松島市〜

相馬市のト

レイル沿線、

福島県新地

町～いわき

市、青森県八

戸市～十和

田市、名取市

内 

6人 不特定多数 3,8397 

④トレイルや地域の

歴史、自然、文化に

関わる啓発及び情報

発信事業 

・展示会等への出展、広報活

動。 

 

通年：副読本の作

成、インタープリ

テーション計画策

定、名取トレイル

センター館内での

イベント（6回）、

ハイキング相談

会、講師登壇、 

MONミ－ティング

への参加等 

名取トレイ

ルセンター

内、トレイル

沿線 

 

5人 

各地の協力団

体、トレイルを

利用する市民

及びハイカー 

不特定多数 

15,263 

 

⑤トレイルに関わる

調査・研究事業 

・トレイルとその沿線地域の

発展に資するため、トレイ

ルに関わる調査研究を行

い、各地の協力団体と共

有・活用。 

本事業年度は、単

独実施なし 

他事業の一部で実

施 

—  - —  —  

⑥トレイルに関わる

人材育成・ガイド養

成事業 

・トレイルに関わる人材育成、

ガイド養成のための講座を

開設し、地域住民によるガ

イド体制構築。 

本事業年度は、単

独実施なし 

他事業の一部で実

施 

—  —  —  —  

⑦上記目的を達する

ために必要な施設等

の活用及び受託管理

事業 

・トレイルを管理運営するた

めの拠点施設の管理運営。 

・ハイカーの受け入れ、地域

住民との交流促進。 

施設の管理：通年 

名取TC管理（名取

市＋環境省）、野営

場管理 

名取市 ６人 

トレイルセン

ター及びトレ

イルを利用す

る市民、ハイカ

ー 

不特定多数 

20,850 

⑧その他、第３条の

目的を達成するため

に必要と認められる

事業 

・トレイルを歩く際に必要な

地図等の作成・販売。 

Hiking Map Book・

Data Bookの作成：

通年 

Hiking Map Bookの

販売：通年 

トレイル沿

線、東京都 
５人 

トレイルを利

用する市民、ハ

イカー等 

3,843 

 

(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載した 

事業) 

具体的な事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の

人数 

事業費 

（単位：

千円） 

①旅行業法に基づく

旅行業 
・将来的に旅行業免許を取得した後の旅行業 

本事業年度

は、実施なし 
—  —  —  



 

②旅行業法に基づく

旅行業者代理業 

・将来的に旅行業者代理業免許を取得した後の旅行業

代理業 

本事業年度

は、実施なし 
—  —  —  

③宿泊施設及びガイ

ドのあっせん事業 

・ハイカーが利用できる宿泊施設を把握し提供する。 

・ガイドを希望するハイカーに、ガイドを紹介する。 

本事業年度

は、実施なし 
—  —  —  

④トレイルに関する

旅行商品企画事業 

・トレイルを楽しむための旅行商品を企画し、販売す

る。 

・トレイルを楽しむための旅行商品の販売を企画する

旅行会社等に対して企画協力を行う。 

本事業年度

は、実施なし 
—  —  —  

⑤トレイル関連商品

の販売事業 

・トレイルに関わる用品、飲料を販売する。 

・お土産品を制作、販売する。 

TRAIL GATE

での物販、自

販機での飲

料販売：通年 

名取トレイ

ルセンター 
５人 2,869 

 



 

 

認定特定非営利活動法人みちのくトレイルクラブ 

2023 年度・令和 5 年度 事業報告 

  



 

 

 

目次 

 

1. 特定非営利活動に係る事業  

1.1.トレイルの整備・維持管理事業 .................................................................................... 1 

1.2.トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連携事業 ................................................... 6 

1.3.トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実施事業 ............................................... 16 

1.4.トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓発及び情報発信事業 .......................... 27 

1.5.トレイルに関わる調査・研究事業 ................................................................................ 53 

1.6.トレイルに関わる人材育成・ガイド養成事業 .............................................................. 53 

1.7.上記目的を達するために必要な施設等の活用及び受託管理事業 ................................. 54 

1.8.その他、第３条の目的を達成するために必要と認められる事業 ................................. 66 

2. その他事業  

2.1.旅行業法に基づく旅行業 ............................................................................................... 68 

2.2.旅行業法に基づく旅行業者代理業 ................................................................................ 68 

2.3.宿泊施設及びガイドのあっせん事業 ............................................................................. 68 

2.4.トレイルに関する旅行商品企画事業 ............................................................................. 68 

2.5.トレイル関連商品の販売事業 ........................................................................................ 69 



事業種別 (1)-① トレイルの整備・維持管理事業 
事業 

番号 
(1)-①-1 

事業名 

業務名 

地球環境基金助成事業 

期間 令和 4年 4月１日〜令和 5年 3月 31日 

委託元 地球環境基金 

関係団体 NPO 法人 体験村・たのはたネットワーク、一般社団法人浄土日和、一般社団法

人大船渡市観光物産協会、階上町、釜石市、大槌町、八戸自然保護官事務所、

大船渡自然保護官事務所ほか 

担当者 業務主任：森恭平 業務補佐：松川亮太 

実施内容 

【事業概要】 

みちのく潮風トレイル（以下、MCT という）における環境配慮型整備の考え方を理解した人材が

増え、その方法によって整備されたトレイルを歩ける状態が維持されていることを目標に、以下の

活動を実施した。 

活動 1 環境配慮型の整備に係る指針と手法を確立する 

活動 2 上記指針と手法を普及、実践する人材を養成し、実践体制を確立する 

活動 3 整備活動を持続させるために、収益化を図る 

【目的】 

近年の気候変動に対応し、かつ環境に配慮しながら、MCT を常に歩ける状態に維持するため

の整備を行うことを目的とした。 

【実施内容】 

〇活動 1 「みちのく潮風トレイル 保全・整備ガイドライン」の策定 

「保全ガイドライン」策定のため、信越トレイルの整備ツアーや北杜山守隊の保全ワークショッ

プに参加して情報を収集した。 

〇活動 2 「保全ガイドライン」の普及 

「保全ガイドライン」普及のため、整備リーダーとともに階上岳（階上町）と鯨山（大槌町）で整備

を実施した。 

〇活動 3 整備活動を持続させるための収益化 

令和 6 年度の整備ツアー開催に向けて、勉強会を開催した。令和 6 年度以降、ハイカー（利

用者）も整備で参加できる仕組み作りに向けて準備した。 

信越トレイル整備ツアーの様子 北杜山守隊の保全ワークショップの様子 

1



 

階上岳（階上町）での整備活動 

 

鯨山（大槌町）での整備活動 

考察、及び今後の展開 

令和 5年度は情報を収集しながらガイドラインの素案を策定し、実地研修会の内容を検討するこ

とができた。環境配慮型整備を広める基盤を固めることができたので、今後はより多くの人に普

及していけるように事業を進める。 

事業費 

（受託金額） 

4,122,000円 経費 

（人件費含む） 

5,877,656円 売上 △1,755,656円 
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事業種別 (1)-① トレイルの整備・維持管理事業 
事業 

番号 
(1)-①-2 

事業名 

業務名 

第一生命保険株式会社主催 みちのく潮風トレイル一斉イベント開催支援 

期間 令和 5年 10月 14日 

委託元  

関係団体 第一生命保険株式会社  

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板橋真美  

実施内容 

【事業概要】 

令和 4 年度に引き続き、第一生命保険株式会社が主催するみちのく潮風トレイル（以下、「MCT」

という）を活用したイベントの開催支援を行った。トレイル沿線各地の営業所が中心となり企画募集

をし、社員やその家族、顧客や地域住民の方々がクリーン活動やウォーキングイベントに参加し

た。当法人では、イベントの企画会議へのオブザーバー参加、現地のサテライト施設や市町村担

当者の紹介、広報支援等、主催者への協力を行った。 

 

開催日時：令和 5年 10月 14日（土） 10:00～ 

 開催場所 実施内容 

①  青森県八戸市（種差海岸） クリーン活動 

②  岩手県宮古市（赤前運動公園向かいの海岸） クリーン活動 

③  岩手県釜石市（根浜海岸周辺） クリーン活動 

④  岩手県大船渡市（大船渡魚市場周辺） クリーン活動 

⑤  福島県相馬市（松川浦環境公園周辺） ウォーキングイベント 

 

【目的】 

「地域貢献及び SDGｓの観点から企業を挙げて MCT を応援したい」と、令和 3 年度より第一生命

株式会社によるこの取組みが始まった。その後、沿線のいくつかの営業所から当法人の応援会員

の申込があり、継続的に支援していただいている。MCT 憲章にある「皆で育てる道」という一文の

通り、トレイル沿線で事業を行う企業との連携によって、地域での MCT の持続可能な整備体制の

構築及び利用促進に繋げることを目的としている。 

【実施内容】 

令和 5 年度はトレイル上の 4 か所において、10 月 14 日（土）に一斉に活動を実施した。残念な

がらスケジュールが合わず職員が参加することは叶わなかったが、実施前には事務局長の相澤

が八戸営業オフィスの幹部や営業職員に対して、MCT の概要や理念を説明する機会も設け、

MCT に対する理解を深めていただいた。また、盛岡支社からは「参加者への記念品として配布し

たい」と、オリジナルバッジとステッカーをご購入いただいた。 
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第一生命盛岡支社 

イベントチラシ（表）

第一生命盛岡支社 

イベントチラシ（裏）

第一生命相双オフィス 

イベントチラシ（表面）

第一生命相双オフィス 

イベントチラシ（裏面）
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考察、及び今後の展開 

 MCTの沿線に点在する第一生命の営業オフィスに応援会員になっていただき、社員とお客様と

で営業エリア内のトレイルルートを清掃していただく取り組みは令和 5 年度で 3 回目となる。相双

オフィスは「健康増進にもつながりトレイルの楽しさを体感できる」とウォーキングイベントを行った

が、後日社員の方から「コロナ禍に他の支店から転勤してきたが、家と職場の往復ばかりだったの

で、今回のイベントで職場からこんなに近いところに海があるのだという事をあらためて実感でき

た。歩くことで心身ともにリフレッシュできたので、これから時々休日に歩いてみようと思う」というお

話をいただいた。地元企業との連携は地域の方々に向けてトレイルの周知や理解を促すことに繋

がるので大切にしたい。第一生命は毎年 10月にこのイベントを定期開催する予定なので、今後も

積極的に関わり一緒に取り組んでいく。 

事業費 

（受託金額） 

0円 経費 

（人件費含む） 

0円 売上 0円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-1 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター管理運営等業務 

（3）みちのく潮風トレイル全線の運営に関する業務、（4）みちのく潮風トレイル名

取サテライト区間の運営に関する業務、（5）みちのく潮風トレイル専用航路に関

する検討、(6)報告書の作成 

期間 令和 5年 4月１日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体 運営計画構成員 

担当者 業務主任：森恭平  業務補佐：松川亮太、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

「みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会事業基本計画」事業１に基づき、サテ

ライトと連携して、トレイル全線の運営にあたった。業務実施後、四半期毎に報告書としてまと

め、委託元に提出した。（事業(1.7)-1でも同基本計画の事業１を実施している） 

【目的】 

MCT 全線及びみちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター（以下、「名取トレイルセンター」とい

う）の運営を円滑に実施し、MCT が地域やハイカーと共に育てられ成長すること、結果東北沿岸

の振興に資する持続可能なトレイルとして東北沿岸に根付くことを目的とし本事業を実施した。 

【実施内容】 

① トレイル沿線の情報収集及び発信

トレイル全線の情報を収集するため、構成員に一斉巡視等を依頼し、サテライト経由でその情

報及び適宜必要な情報を収集した。収集した情報は整理し、運営上有益な情報は、サテライト

を経由し、路線管理者に情報共有を行った。対応が必要な場合は、東北地方環境事務所担

当官またはサテライトを経由し、路線管理者に対応を依頼した。年度末には、運営計画構成員

から、次年度トレイル沿線で実施予定のイベント情報を収集し取りまとめ、HP で発信した。宮

城県東松島市～福島県相馬市までのサテライト管轄区間における情報を関係者から直接収

集集約し、関係者と情報共有を行うとともに、適宜現地を確認し、情報収集を行った。 

② 地域連絡会の開催

運営計画に基づき、トレイルの運営に関しての課題や情報共有を図るため、サテライトと協力

して、各管轄区間の県、市町村を参集し、地域連絡会を開催した。 

③ サテライト連絡会の開催

運営計画に基づき、トレイル全線を運営していくための課題や情報の共有、運用方針につい

て協議するため、サテライト連絡会を２回開催した。 

④ MCT専用航路に関する検討

渡船の活性化や渡船にかかる関係機関の連携を強化することを目的に、乗り場等における標

識や渡船の今後の方向性等について協議するための意見交換会を 3回開催した。 

⑤ 上記業務を実施後、四半期毎に報告書としてまとめ、委託元に提出した。
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収集した情報は適宜 HPにて発信した 

 

 

 

 

 

 

 

サテライト連絡会の様子（東松島市にて実施） 

考察、及び今後の展開 

運営計画構成員やハイカー等の協力のもと、トレイル全線に関する情報の収集、名取トレイルセ

ンター等での情報発信など、円滑に進めることができた。令和 6 年度においても適正かつ効果

的に事業を実施する。 

事業費 

（受託金額） 

9,578,418円 経費 

（人件費含む） 

9,211,652円 売上 366,766円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-2 

事業名 

業務名 

地域事業者との連携（ウェブ会議） 

期間 令和 5 年 4 月 1 日〜令和 6 年 3 月 31 日 

委託元 

関係団体 各サテライト運営組織 

担当者 業務主任：森恭平  業務補佐：松川亮太 

実施内容 

【事業概要】 

「みちのく潮風トレイル運営計画」に定められたサテライト施設を運営する組織やその他トレイル

関連事業を協働する組織との情報共有や課題等を協議するために、月一回程度を目安にウェ

ブ会議を開催した。 

【目的】 

広域連携の取り組みである MCT の運営に関して、より主体的な立場であるサテライト施設の運

営団体と、さまざまな取り組みを円滑に進めるためには信頼関係と連携体制の構築が不可欠で

ある。各施設はそれぞれ離れているが、定期的に各団体が持つ各地の最新情報、取り組み状

況、課題等共有し、中長期的にトレイル全線の利用推進に必要な取り組みを見極めることを目

的とし、ウェブ会議を開催した。 

【実施内容】 

4 月 13 日（水） ９:15～  近況報告、サテライト連絡会、地域連絡会、等について 

5 月 18 日（木） ９：15～  近況報告、外国人ハイカーなどについて 

6 月 21 日（木） 9:15～  近況報告、地域連絡会等について 

9 月 13 日（水） 9:15～  近況報告、リアルサテライト会議などについて 

10 月 24 日（火） 9:15～  近況報告、クマの目撃情報、整備などについて 

11 月 22 日（水） 9:15～  近況報告、5 周年式典、等について 

12 月 20 日（水） 9:15～  近況報告、地域連絡会、外国人ハイカーついて 

1 月 17 日（水） 9:15～  近況報告、サテライト連絡会、サテライトリアル会議について 

3 月 14 日（木） 13：30～ 各地域連絡会や課題の共有(各サテライトから報告)、課題解決 

に向けた協議について 

考察、及び今後の展開 

年 2 回開催しているサテライト連絡会とともに、このウェブ会議は、サテライト施設を運営する地域

団体間との情報共有や課題解決に向けた協議の場として、非常に有益であるため、今後も継続

して開催する。統括本部としてトレイル運営に取り組むだけではなく、東北沿岸の歩く旅の文化

を醸成させることを目的とする当法人として、地域事業者への適切な情報提供と資金的サポート

を常に意識し取り組む必要があると考える。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・

連携事業 

事業 

番号 
(1)-②-3 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイルサポーターズ 

期間 令和 5 年 4 月 1 日〜令和 6 年 3 月 31 日 

委託元 

関係団体 MCT 沿線事業者 

担当者 業務主任：相澤久美 業務補佐：森恭平、松川亮太、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

MCT 沿線において、ハイカー向けの特別なサービスやサポートを提供する地域事業者や施設

が増加している。これらの情報を取りまとめ、当法人 HP において「みちのく潮風トレイルサポータ

ーズ」として情報発信を行っている。 

【目的】 

地域事業者や施設によるハイカーへの特別なサポートは、「MCT を盛り上げていきたい」「ハイカ

ーとの交流の機会を持ちたい」等の、地域の方々のご厚意で行っていただいているものだが、こ

れらの情報をハイカーに届け、地域の方とハイカーの一層の交流の機会となるとともに、ハイカ

ーが計画を立てる際の一助となることを目的に、当法人 HP での情報発信を行っている。 

【実施内容】 

① HP での情報発信

「みちのく潮風トレイルサポーターズ」は令和 3 年から HP への掲載を開始しており、令和 5

年は新たに以下の事業者の情報発信を開始した。

(ア) 宮古市／EFRIKA／トイレ、充電、水分補給

(イ) 大槌町／三陸花ホテルはまぎく／給水、トイレ、休憩、情報案内

(ウ) 大槌町／三陸御社地天満宮／充電、お茶の提供、トイレ

(エ) 大槌町／松橋自動車／トイレ、充電、Wi-Fi、駐車場（無料）、車両移動サービス（有

料）

(オ) 釜石市／釜石市立鉄の歴史館／トイレ、給水、充電、入館料 100 円割引

(カ) 南三陸町／南三陸 YES 工房／トイレ

(キ) 女川町／おちゃっこクラブ（ダイヤモンドヘッド）／給水・トイレ（営業時間内）・テント（要

事前連絡）

(ク) 相馬市／相馬ゲストハウス"mawari"／送迎（松川浦 環境公園）、トイレ、給水

② サポーターズ施設訪問

地域連絡会やサテライト連絡会、その他イベント等、職員が各地を訪れる機会に合わせて、

サポーターズ施設や HP への情報発信を希望する施設を訪問した。
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考察、及び今後の展開 

MCT は今年度 5 周年を迎え、今後さらなる利用者の増加が見込まれる。現在 13 市 10 町 2 村

の 93 事業者を HP にて情報発信しているが、これらの事業者の方々に迷惑がかからないよう、

ハイカーのマナー啓発に取り組む必要が生じることも考えられる。当法人の職員は名取トレイル

センターを拠点に勤務をしているため、全線の全ての事業者を訪問することは難しいが、登録し

て終わりではなく、出張等の機会を活用した事業者訪問やアンケート等の実施を通した意見募

集・確認を行い、コミュニケーションを取っていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連

携事業 

事業 

番号 
(1)-②-4 

事業名 

業務名 

文教大学との連携 

期間 令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 

委託元 文教大学国際学部 海津ゆりえ研究室 

関係団体 トレイル沿線の事業者、みちのく潮風トレイルのハイカー

担当者 業務主任：相澤久美 業務補佐：板谷学 

実施内容 

【事業概要】 

文教大学国際学部海津先生研究室との連携事業。学生が、MCT ハイカーや地域の方にインタ

ビューを行い、実際にみちのく潮風トレイルを歩いて冊子をまとめた。令和４年度に引き続き２年

目の実施となる。 

【目的】 

エコツーリズムを学ぶために、MCT について研究する。

【実施内容】 

令和 5 年度は、トレイルに関わる沿線の方々をインタビュー先として紹介するというコーディネー

ターの役割として関わった。

完成した冊子 「学生が見た、歩いた、聴いた MCT の旅 2023」

考察、及び今後の展開 

「学生が見た、歩いた、聴いた MCT の旅 2023」には、前半が今年度の学生達が実際に歩いて

書いた体験記「LONG TRAIL セクションハイク日記」と、後半に昨年度に実施したインタビュー

で構成されている。インタビューはコロナ禍だったこともありオンラインで実施されたが、今回の冊

子は MCT を歩ける喜びが生き生きとした文章から伝わってくる。名取トレイルセンターの図書コ

ーナーにも配架したので多くの方に手に取って読んでいただきたい。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 経費 

（人件費含む） 

0 円 売上 0 円 

文教大学 海津先生（右）と学生さんたち 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・

連携事業 

事業 

番号 
(1)-②-5 

事業名 

業務名 

職場体験受入れ 

期間 ① 令和 5 年 11 月 8 日～9 日

② 令和 5 年 11 月 15 日～16 日

委託元 ①名取市立閖上小中学校、 ②仙台市立袋原中学校

関係団体 ①名取市立閖上小中学校、 ②仙台市立袋原中学校

担当者 業務主任：板橋真美 業務補佐：晴山功、森恭平、松川亮太 

実施内容 

【事業概要】 

地元名取市および隣接する仙台市の中学校からの依頼で、生徒の職場体験学習の受入れを行

った。MCT や歩き旅の文化、魅力を知ってもらい、窓口業務で来館者への対応や施設整備の

作業を行った。 

【目的】 

地域の一員である私たちが、教育機関と連携して教育に携わり、子供たちに、地域の魅力やそ

れを支える人の生き方（仕事）に触れることで、ふるさとに対する理解と愛着、地域の担い手とし

ての自覚を持ってもらうことを目的とする。また、名取トレイルセンターに割当たった生徒が来て、

MCT とハイキング文化を知ってもらい、それを体験学習後の校内発表会で発表してもらうことに

より、より広く生徒たちに認知してもらう。 

【実施内容】 

① 名取市立閖上小中学校、 ②仙台市立袋原中学校 共に実施内容は同じ。

１日目：オリエンテーション（MCT と名取トレイルセンターの概要紹介）

窓口業務体験（接客、電話対応、館内整頓） 

２日目：ＭＣＴの管理体制やサポーター制度、グリーンメンバーとの関わりについて知る 

清掃活動、野外活動体験 

① ＭＣＴの管理体制を勉強中（袋原中） ② センターの窓清掃（袋原中）
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③ オリエンテーションの様子（袋原中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ テント設営体験（袋原中） 

 

 

考察、及び今後の展開 

生徒たちに伝えたいことはたくさんあったが、2 日間という短い時間でどれだけ伝えられただろう

か、と反省しながら見送った。地元の魅力を沢山発見し世界に発信できる人になって欲しいと思

った。後日生徒から届いた手紙には、「名取トレイルセンターに来て、ロングトレイルの魅力につ

いて知ることができて良かった。」「センターの日常の仕事について学べた。接客、電話対応、掃

除などがあり、どれも大変だった。」「このセンターではハイカーや地域の人などたくさんの方々と

つながっており、人との関りを大切にしていることが分かった。この二日間で学んだことを今後の

生活に生かしていきたい」などという内容がと丁寧に書かれていた。また令和６年度も要請があ

れば喜んで中学生を受け入れたい。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 経費 

（人件費含む） 

0 円 売上 0 円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連

携事業 

事業 

番号 
(1)-②-6 

事業名 

業務名 

社内研修開催、外部講習会参加 

期間 令和 5 年 4 月 1 月～令和 6 年 3 月 31 日 

委託元 

関係団体 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

社内研修の実施および社外団体開催の講習会・研修会への参加 

【目的】 

各職員が新たな知識やスキルを習得し、日頃の業務効率化および質の向上を図るとともに、組

織力向上をさせることによりトレイルに関わる各種事業に生かすことができるとともに、事業者とし

ての社会的責任を果たす。 

【実施内容】 

開催年月日 名称 内容 出席者 

（担当者） 

6/6 経理の基本セ

ミナー

経理の基本知識、仕訳について 早坂 

7/22～7/23 登山道保全ワ

ークショップ 

各地で問題を抱えている環境保全に

ついて、ツーリズムを組み合わせた持

続可能な保全活動について 

松川 

7/22～7/23 

9/22～9/23 

社内研修 社会関係資本、栗駒の SDGs・理念等

について学び、当法人の SDGs 宣言

の検討 

晴山、柳田、岡 

森、松川、 

早坂 

7/28 NPO 会計ポイ

ント講座

会計業務の流れ、帳簿の付け方、仕

訳の基本とルールについて 

早坂 

11/4～11/5 MON ミーティ

ング

野外体験活動についての分科会と、

国内外の野外教育産業、AT のガイド

養成についてのトークセッションを開

催 

晴山 

12/2～12/3 清里ミーティン

グ 2023 

さまざまな業種、世代の参加者が対等

に意見交換し、テーマについて考えや

理解を深め、新しいアクションにつな

げていく 2 泊 3 日の合宿型イベント 

岡 

12/9 自然体験に必

要な気象に関

する勉強会 

野外活動・イベント開催時に気を付け

るべき気象条件とその情報入手方法、

開催の判断項目などについて 

晴山 

2/16、3/1 実践！観光物

産 DX 

昨年の「名取市の魅力発見・誘客につ

いて」ワークショップの振り返りと、情報

発信などのマーケティングセミナー 

柳田 
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3/14～3/15 LNT 講習会 LNT インストラクターレベル 1 取得の

講習会で LNT7 原則の理解とティー

チングについて習得 

晴山 

3/23～3/24 リスクマネジメ

ント講習会 

CONE リスクマネジメントディレクター

取得の講習会で野外活動におけるリ

スク管理について習得 

晴山、松川 

 

① 北杜山守隊講習会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

② 清里ミーティングの様子 

 

③ LNT 講習会後の様子 

 

 

 

 

 

 

 

④ リスクマネジメント講習会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

考察、及び今後の展開 

研修会、講習会に参加することにより各々のスキル、知識の向上は図れているが、内部での横

展開が出来ていない状況であるため、今後、定期的な研修会等の開催を検討する。 

今後も各職員が現状に満足することなく研修会・講習会への参加のみならず、各々が自己啓発

に努める。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・

実施事業 

事業 

番号 
(1)-③-1 

事業名 

業務名 

日本博 2.0 受託事業 

期間 令和 5年 5月 1月～令和 6年 2月 29日 

委託元 文化庁 

関係団体 （株）地球の歩き方、三陸ジオパーク推進協議会、（株）ボクスグラフ 

 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：晴山功、岡海咲、早坂瑞穂」 

実施内容 

【事業概要】 

文化庁より、令和 5 年度日本博 2.0 を契機とする文化資源コンテンツ創成事業「最高峰の文化

資源の磨き上げによる満足度向上事業」」を受託し、欧米豪旅行会社エージェント、メディア関係

者を招へいして FAM トリップを行い、MCT、三陸ジオ、郷土芸能や食といった三陸に根付いた

文化を体験できるインバウンド客向けの旅行商品造成と海外メディアへの情報発信を行った。ま

た、宮古市においてシンポジウムを開催し基調講演、パネルディスカッションを行い、地元郷土

芸能も披露した。またシンポジウムの前にはトレイル、ジオ、食文化を体験できるエクスカーション

を久慈・宮古・釜石の各エリアで行った。 

【目的】 

コロナ禍が明け、MCT に興味を持った外国人からの歩き方に対する問合せは日々増加してお

り、それに比例するようにトレイルを歩く外国人の数も増えている。更に、MCT をハイキングし三

陸沿線に訪れていただくべく、外国人むけのツアーの造成と、増加する外国人ハイカーの受け

入れ態勢の強化を行い、MCT が位置する東北沿岸の文化を磨き上げ、エリア一帯を堪能し、滞

在時の満足度を向上するために当事業を実施した。 

【実施内容】 

① 旅行商品の造成・販売 

米国および国内のインバウンド向け旅行商品を造成している旅行会社４社を招へいし、トレイ

ル沿線の歩き旅の旅行商品造成を行った。商品造成にあたっては、各観光資源を訪れるこ

との意義を文化的な観点から適切に位置付けた。旅行行程にはジオサイトも巡るトレイルハ

イキング、地元の文化体験（虎舞、神楽）、サッパ舟体験を入れている。 

② プロモーション 

(ア) 情報発信 

インバウンド旅行メディア「GOOD LUCK TRIP」、「Field Mag」、豪旅行雑誌「We Are 

Explorers」などで①にて造成する旅行商品した MCT エリアを取材し、海外メディアに

掲載した。 

(イ) 外国人編集者及び映像作家による映像制作 

英国人で自身がハイカーである編集者とドキュメンタリー映画制作者がトレイル沿線

の、三陸の芸能・文化・ジオの景観と、そこに暮らす人々、ハイカーとの交流を映像作
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品として制作した。映像作品は令和６年度の同日本博事業にて、各国映画祭への出

展を行う。 

③ FAM トリップの実施 

前述②の取組のため米豪のライター、記者４名を招へいし、FAM トリップを行った。 

④ シンポジウムの開催 

宮古市において「MCT & GEOPARK」と題し、トレイル・郷土芸能・歴史；・文化・地形（ジオ）

などの三陸の豊かな文化資源を地域内外の人々が再発見し、インバウンド誘致につなげる

地域の機運醸成のためのシンポジウムを開催した。 

１日目：8月 5日（土） 

エクスカーションツアー 

1. 久慈・普代：まちあるき、ジオトレイン、鵜鳥神楽見学 

2. 釜石：釜石港漁船クルーズ、釜石虎舞見学 

3. 宮古：浄土ヶ浜コース一周ハイキング、津軽石さんさ踊り見学 

2日目：8月 6日（日） 

芸能鑑賞 

基調講演 「ジオが育む風土と地域経済活性化の可能性」 

文教大学教授 海津ゆりえ氏 

パネルディスカッション「三陸の地形の歴史・文化資源の磨き方～三陸ファンを作ろう」 

海津ゆりえ氏、坂田雄平氏、伊藤美知子氏、長谷川晋氏、金子太一氏、弓削貴久氏、 

相澤久美 

 

① 旅行会社造成・ツアーの様子 

 

② Good Luck Trip掲載状況 

 

③ FAM トリップの様子

 

④ シンポジウムの様子 
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考察、及び今後の展開 

冒頭の目的でも記したとおり、コロナ禍が明けた以降は円安も後押しし訪日客数が急激に増加

している。その中にあって三陸沿岸においてはまだまだ足を向けてもらえていないのが実情であ

る。当事業で造成した、MCT の歩き旅を中心とした三陸の歴史・文化・景観を体験していただく

旅行商品のうちのセルフガイドツアーは令和 5 年 9 月に販売開始し 4 月時点で 170 名の申込

があり今後も申込者は増える予測で人気の高さをうかがえる。 

令和 6 年度も引き続き当事業を実施し、より多くの世界の方々に三陸に訪れて頂くよう情報の発

信に努め、受入れ体制の強化も他事業者と連携していく。 

事業費 

（受託金額） 

36,663,000円 経費 

（人件費含む） 

36,009,367円 売上 653,633円 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実

施事業 

事業 

番号 
(1)-③-2 

事業名 

業務名 

名取市受託事業「令和 5年度 観察会業務」 

期間 令和 5年 4月 1日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 名取市 

関係団体 宮城植物の会、那智が丘公民館、熊野那智神社、日本野鳥の会 宮城県支部 

担当者 業務主任：柳田真澄   業務補佐：松川亮太  

実施内容 

【事業概要】 

自然観察会を令和 5年 4月 22日（土）に名取市高舘山で開催し、野鳥観察会を令和 6年 1月

20日（土）に名取トレイルセンターから名取川河口までを歩きながら実施した。多くの名取市民に

参加していただき、歩く楽しみと名取市の自然の豊かさ・大切さを知っていただくことができた。 

【目的】 

地域交流および野外活動教育。名取市の自然の中を歩きながら、地域の植物や野鳥に親しむ

ことで、自然を身近に感じてもらい、市民に自然の大切さを広めることを目的としている。 

【実施内容】 

① 自然観察会 

開催日：令和 5年 4月 22日(土) 

講師：宮城植物の会 滝口氏、杉山氏 

参加者数：17名 

② 野鳥観察会 

開催日：令和 6年 1月 20日(土) 

講師：日本野鳥の会 宮城県支部 佐竹氏、小林氏 

参加者数：56名(内ボーイスカウト名取第 1団 49名) 

 

① 自然観察会の様子(1) 
 

① 自然観察会の様子(2) 
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② 野鳥観察会の様子(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 野鳥観察会の様子(2) 

  

考察、及び今後の展開 

本事業は令和 5 年度で 3 年目を迎えた。自然観察会、野鳥観察会共に例年好評をいただいて

おり、継続を望むご意見を多くいただいている。参加層はご高齢の方やお子様連れの方など老

若男女幅広い世代。 

アンケートの中には、解説の声が聞こえにくかったなどの回答もあった。野外での活動なのであ

る程度納得はしていただいているが、マイク・スピーカー設備の改善を検討していきたい。 

事業費 

（受託金額） 

565,070円 経費 

(人件費含む) 

132,270円 売上 432,800円 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実

施事業 

事業 

番号 
(1)-③-3 

事業名 

業務名 

うつくしま浜街道観光推進会議/ふくしま浜街道トレイル 

期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委託元 福島県観光交流物産協会、一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所 

関係団体 宮城大学小沢研究室、合同会社マトイクリエイティブ 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：森恭平 

実施内容 

【事業概要】 

令和 2 年度より福島県新地町～いわき市までの 13 市町村で構成する協議体「うつくしま浜街道

観光推進会議」が中心となり、福島県浜街道地域にロングトレイル「ふくしま街道トレイル」を敷設

する事業が開始された。令和 5 年 9 月 30 日（土）に同トレイルは海岸沿岸の一部を開通。MCT

の南端に続くトレイルになることから、みちのくトレイルクラブとして同トレイルの敷設開通に協力

した。以後維持管理を担う団体となる任意団体(令和 6 年 6 月時点)「ふくしま浜街道トレイルアソ

シエーション」(FCTA)への協力を行う。 

【目的】 

MCT は東日本大震災の環境省の復興事業の一つとして進められた事業であり、このトレイルを

維持していくために「みちのく潮風トレイル憲章」が定められている。憲章の中には「震災をいつ

までも語り継ぐための記憶の道とします。」という一文が記されている。東日本大震災は地震・津

波・原子力災害が引き起こされた複合災害であるが、みちのく潮風トレイルは福島県相馬市がタ

ーミナスとなっていることから、原子力災害について歩きながら感じることはない。 

ふくしま浜街道トレイル（旧称：うつくしま浜街道トレイル（仮））が開通することで、２つのトレイルが

東日本大震災を語り継ぐための道となること、そして福島県浜通り地域にハイカーが訪れるきっ

かけとなることを目的に事業に取り組んでいる。 

【実施内容】 

① 関係自治体との合同会議 

うつくしま浜街道観光推進会議が主催で、令和 5 年 5 月 19 日（金）に実施。福島県 12 市

町、うつくしま浜街道観光推進会議 事務局いわき市、福島県観光物産交流協会、宮城大

学、東北地方環境事務所、（一社）トレイルブレイズハイキング研究所、NPO法人みちのくトレ

イルクラブが参加。事務局いわき市 小河原 伸太郎氏、福島県観光物産交流協会 理事長 

守岡 文浩氏より挨拶。 

令和 2 年度から令和 4 年度までの事業報告、ふくしま浜街道トレイル最新ルートの説明、ハ

イカー目線での魅力を説明した。そのうえで、今後の事業計画、運営計画をどうするかを議

題とした。 

② 路体管理者への許認可の取得 

各所有者（自治体、国、林野庁、個人または法人）に対し相馬市といわき市の担当者から連

絡し、令和 5年 8月末日許認可の同意書を取得した。 
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③ 台帳の作成 

令和 6年 4月、管理台帳を関係者に共有した。 

④ 運営計画素案の作成 

令和 6 年 3 月運営計画素案を作成し、関係者に共有した。現在運営計画について、ふくし

ま浜街道トレイルアソシエーション（FCTA）、いわき市、相馬市を交え検討中。 

⑤ PR動画の作成 

令和 6年 6月現在、ホームページに掲載している。 

⑥ ホームページ作成 

https://fukushima-coastal-trail.jp/ 

⑦ ダウンロード用マップの作成 

令和 6 年 6 月現在、PDF ファイル形式でホームページに掲載している。無料、自由にダウン

ロード可能。 

⑧ 開通式・イベントの実施 

令和 5年 9月 30日(土)に開通式・開通シンポジウムを開催。75名参加。開通式典では「、み

ちのく潮風トレイル関係自治体協議会」会長 山田名取市市長、東北地方環境事務所 田村

所長、相馬市立谷市長、タレントなすび氏よりご挨拶を賜った。シンポジウムの部では、東北

各地で歩き旅のツアー等を展開されている株式会社インアウトバウンド仙台・松島の西谷雷

佐さんと合同会社歩く東北研究所の後藤光正さん、大熊町在住で HITOkumalab の佐藤亜

紀さん、一緒に事業を進めてきた公財）福島県観光物産交流協会の守岡文浩さん、一社）ト

レ研の長谷川晋さんを登壇者に迎え、「ロングトレイルが地域にもたらす効果と期待」というテ

ーマで皆さまからご意見を頂戴した。 

令和 5 年 10 月 1 日(日)開通記念ハイキングイベント開催。48 名参加。MCT の南の起終点

である松川浦環境公園をスタートし、鹿島駅を目指す約 211kmの行程。 

 

⑨ 道標の設置（いわき市のみ） 

道標ステッカーデザイン 

 

 

 

 

 

  

令和 6年 3月 31日時点で 5箇所設置した。 
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開通式典の様子（1） 

 

 

 

 

 

 

 

開通式典の様子（2） 

開通イベントの様子（1） 

 

 

 

 

 

 

 

開通イベントの様子（2） 

考察、及び今後の展開 

ふくしま浜街道トレイルは令和 5 年 9 月 30 日（土）に海岸沿岸の一部を開通。内陸側のルート

開通に向けて事業が進められている。今後はふくしま浜街道トレイルアソシエーション（FCTA）に

運営・情報発信を引き渡していけるよう協力をしていく。ふくしま浜街道トレイルアソシエーション

は令和６年６月時点任意団体として活動している。法人化に向けて準備中。ふくしま浜街道トレ

イルは MCT と接続することから今後も連携して情報発信と歩ける状態の維持管理に協力してい

く。 

事業費 

（受託金額） 

2,499,860円 経費 

(人件費含む) 

2,255,376円 売上 244,484円 

※上記の金額は(1)-③-4を含む。 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実

施事業 

事業 

番号 
(1)-③-4 

事業名 

業務名 

八戸・十和田トレイル(仮称) 

期間 令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 

委託元 一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所 

関係団体 環境省東北地方環境事務所 十和田八幡平国立公園管理事務所、株式会社モ

ディ 

担当者 業務主任：相澤 久美   業務補佐：柳田真澄 

実施内容 

【事業概要】 

令和 6 年度に試験開通を目指しているロングトレイル「八戸・十和田トレイル(仮称)」のモデルツ

アー・意見交換会、PR 動画作成を受託した。八戸・十和田トレイルは青森県八戸市の八戸駅か

ら、青森県十和田市の十和田神社を結ぶトレイルを予定している。モニターハイキングは令和 5

年 11 月 16 日（木）～19 日（日）に十和田市内にて意見交換会を実施。現在みちのく潮風トレイ

ルを管理運営しているスタッフとして、八戸・十和田トレイルを歩いてどう感じたか、今後の運営

計画についてどう考えるかなどの意見を出し合った。モニターハイキングの際に、PR 動画の撮影

を並行し、後日 PR 用ショート動画を作成し Facebook、Instagram みちのくトレイルクラブアカウン

トで投稿した。みちのくトレイルクラブホームページでモデルツアーレポートを作成し公開した。 

【目的】 

「八戸・十和田トレイル（仮称）」はみちのく潮風トレイル最北端蕪島神社から近い八戸駅からスタ

ートする予定。蕪島神社から八戸駅間は約 15km と両トレイルを歩いて繋ぐことが可能な距離で

ある。両トレイルを歩くことで、東北の自然・文化をより広域に、連続性があるものとして感じること

ができる。みちのく潮風トレイル憲章にある「豊かな自然・文化を次世代へと受け継ぐ道としま

す。」をより広域にすることを目的として事業に取り組んだ。 

【実施内容】 

① 令和 5 年１１月１６日（木）～１１月 18 日（土） 

八戸・十和田トレイル（仮称）モデルツアーに参加。みちのくトレイルクラブの参加者は相澤、

板谷、柳田。他、一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所、環境省東北地方環境事

務所 十和田八幡平国立公園管理事務所、株式会社モディ、一般参加者がモデルツアー

に参加した。参加者は 2 班に別れ、八戸駅スタート組に相澤、柳田、十和田神社スタート組

板谷でスタートした。お互い逆方向から中間地点を目指し、3 日間歩いた。柳田、板谷が PR

動画作成素材の撮影を並行して行った。モデルツアー実施期間中に SNS のみちのくトレイ

ルクラブアカウント（Facebook、Instagram）でモデルツアーの様子を発信し、PR を行った。 

② 令和 5 年 11 月 19 日（日） 

十和田市内にて、モデルツアー参加者が集まり、意見交換会を実施した。 

参加者それぞれ、歩いてどう感じたか、どう活用していくのか、ルートの特徴や魅力などのポ

イントとなる点を出し合った。そのポイントから、八戸・十和田トレイル（仮称）で想定されるスト
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ーリー性を検討した。大枠として「風土・暮らし」「歴史・文化」「信仰」「長く歩く旅」といった魅

力を感じられるルートとなることがわかった。 

③ ショート PR 動画作成、SNS 投稿、レポートブログ公開 

・Facebook 

https://www.facebook.com/share/v/vNXDCufCGGssv5Qe/ 

・Instagram 

https://www.instagram.com/reel/C2jMXfOvKSm/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=MzRlO

DBiNWFlZA== 

・ホームページ 

https://m-tc.org/blog/frommtc/staff_column/13248/ 

モデルツアールート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNS 投稿 
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モデルツアーの様子（1） 

 

 

 

 

 

 

 

モデルツアーの様子（2） 

意見交換会の様子 

考察、及び今後の展開 

八戸・十和田トレイル（仮称）は令和 6 年度に試験開通を目指して進んでいる。みちのく潮風トレ

イルと接続できる道として、今後も開通、管理運営、情報発信などの協力をしていく。このトレイル

が開通されることで、八戸・十和田トレイル（仮称）、みちのく潮風トレイル、ふくしま浜街道トレイ

ルと 3 つのトレイルをつなげて歩くことができるようになる。合計約 1,300ｋｍ超のロングトレイルと

なる。この距離は海外のロングトレイルハイカーにも訴求力のあるものとなり、より長くより広域に、

多くの人にとって魅力的なトレイルとなると考える。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-③-3 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-③-3 に 

含まれる 

売上 (1)-③-3 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる

啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-1 

事業名 

業務名 

副読本の作成 

期間 令和 5年 4月 1日〜令和 6年 3月 31日 

委託元  

関係団体 一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所、株式会社ハイランドデザイン、

株式会社フリックスタジオ 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：森恭平 

実施内容 

【事業概要】 

令和 4 年度に引き続き、MCT 全線の多様な文化・歴史・植生等を紹介する書籍である副読本

（ガイドブック）出版に向けて、研究者へのヒアリング及び原稿執筆、トレイル本線を逸れて地域

の魅力を深堀りすることができる深堀りルートの確認等を行った。ヒアリング及び原稿執筆にあた

っては「令和５年度国立公園等資源整備事業費補助金」を活用し、成果物については英語訳を

行った後、当法人英語サイトに掲載した。 

【目的】 

過去に製作した Hiking Map Book及び Data Bookにより、歩き旅の計画が立てやすくなってい

るが、MCT は三陸海岸の多様な文化・歴史・植生等を堪能できるロングトレイルであり、ただ歩く

だけでは地域の魅力を深堀りすることは難しい。トレイル沿線地域の様々な魅力や歩き方の一

例を紹介したガイドブックを作成することで、ハイカーが地域の魅力を発見する一助とすることを

目的とする。 

【実施内容】 

① 研究者ヒアリング 

MCTは 4県 29市町村にまたがることから、市町村単位でヒアリングを行うと膨大な日数を要

する。編集者らとの協議の結果、三陸海岸を研究対象としてきた研究者に網羅的に各地の

特徴的な風土を伺うこととした。ヒアリングを行った研究者は以下の 2名。 

(ア) 東北⼤学災害科学国際研究所 川島 秀⼀⽒（専門：民俗学） 

(イ) 岩手県立大学 島田 直明氏 （専門：植生） 

② 原稿執筆・原稿執筆依頼 

令和 4 年度に制作した台割を元に、原稿執筆・原稿執筆依頼を行った。当法人での記事執

筆だけでなく、関係団体に上げた各団体、MCT の開通に関わられた方など、様々な方のご

協力をいただきながら記事執筆を進めた。 

③ 深堀ルートの作成 

環境省トレイルマップの一部の市町村では、トレイル本線を逸れて地域の魅力地点を巡る

「寄り道ルート」が掲載されていた。寄り道ルートも本線と同じく地域の方のワークショップを

経て作成されたものであるが、Hiking Map Book には視認性確保の観点から掲載を見送っ

た経緯があった。副読本では寄り道ルートを「深堀りルート」として掲載するとともに、環境省
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トレイルマップに当該ルートがなかった市町村についても、市町村担当者に確認の上 29 市

町村すべてに深堀りルートを設定した。今後各深堀りルートの説明文を自治体担当者に確

認いただき、本誌への掲載を進める。 

考察、及び今後の展開 

当初令和 5年度の発行を目指していた副読本であったが、ヒアリング先の調整等に時間を要し、

事業に遅れが発生した。一方で補助金を活用しつつ着実に記事執筆や深堀りルート設定を進

めることができた。MCT全線開通 5周年の節目である今年度中の発行に向け、関係団体と連携

しながら事業を進めたい。 

事業費 

（受託金額） 

4,960,000円 

 

経費 

（人件費含む） 

6,791,822

円 

売上 △1,831,822

円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-2 

事業名 

業務名 

名取トレイルセンター館内イベント  

期間 令和 5年 4月 1日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 自主事業、みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会  

関係団体  

担当者 業務主任：板谷学   業務補佐：全職員 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンター館内で各種イベントを開催した。  

【目的】 

MCT やハイキング文化に馴染みが薄い方には最初のきっかけとして、MCT を既に歩いた方に

は共感やさらに深い繋がりを得てもらえるよう、名取トレイルセンター館内で写真展やハイカーに

よるトークイベントを開催した。また、日頃のボディケアや不意の怪我に対する応急処置方法（フ

ァーストエイド）など、ハイキングに役立つ知識を身に付けていただく内容の講習も開催した。  

【実施内容】 

① ハイカーズ写真展 

フォトコンテストに応募していただいたハイカーからの写真を館内にて展示している。令和 4

年度の写真を撮影場所の紹介をしながら展示。来館者が MCT の風景をイメージしやすくし

ている。 

・開催期間：令和 5年 5月 1日～ 

② 応急救急方法講座 「ケガの処置とテーピング講習会」 

専門の知識を有する講師による、怪我をしないための体つくりや長く歩くハイキング中に思

わぬ怪我に見舞われた場合のテーピングなどの対処法について全４回の講座を行った。  

講 師：本間 一宇氏（応援会員／メディック・ファーストエイド（MFA）インストラクター）  

・開催日 令和 5年 9月 16日（土）  参加者 2名 

         令和 5年 12月 16日（土） 参加者 5名 

         令和 6年 2月 17日（土）  参加者 6名 

         令和 6年 3月 16日（土）  参加者 7名 

③ ハイカートークイベント 

みちのくトレイルクラブ職員、理事、また一般ハイカーによる国内外ハイキングの経験を共有

するトークイベント。ハイカーのみならず地域住民の参加もあり、ロングトレイル、ハイキング

の文化に触れてもらう機会を創出することが出来た。また、各回ともに野営場で懇親会を開

催し、職員と参加者、参加者同士の交流を深めた。 

(ア) Pacific Crest Trail～板谷編②～ 

開催日 令和 5年 5月 20日（土） 参加者 34名 
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(イ) みちのく潮風トレイル～晴山編～ 

開催日 令和 5年 8月 19日（土） 参加者 28名 

(ウ) 「みちのく潮風トレイルを歩く」出版記念トークイベント～加藤理事～ 

開催日 令和 5年 10月 21日（土） 参加者 32名 

(エ) コロラドトレイル～柳田編～ 

開催日 令和 5年 12月 2日（土） 参加者 26名 

(オ) ジョン・ミューア・トレイル～ヨツヤヤマノボリ編～ 

MCT セクションハイカーで、YouTube や SNS でハイキングについて発信しているご夫

婦をお呼びしてトークイベントを開催した。 

開催日 令和 6年 3月 23日（土） 参加者 33名 

ハイカーズ写真展の様子 応急救急方法講座の様子 

ハイカートークイベントの様子  

考察、及び今後の展開 

令和 4年度同様、MCT沿線以外の遠方からの参加者やハイカー以外の参加者もおり、MCTや

ハイキング文化に触れていただき、また名取トレイルセンターに来館する良い機会であったと思

う。 ただ話を聞きに来るだけではなく、イベント終了後に参加者同士のハイキング談義に花が咲

く場面もあり、徐々に MCT、名取トレイルセンターを軸としたコミュニティが形成されつつあること

を感じる。 

ファーストエイド講習会の参加者からは、「インターネットや本などだけでは分からない点も、体験

することでより理解が深まった。分かりやすかった。」との意見が多かった。今後、ハイカーの増加

が見込まれることを考えると、安心・安全に歩くための知識の習得の機会を継続して設けることは

必要だと考える。 
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来年度も体験型のイベントも取り入れながらハイキングの魅力の発信と、ハイキング時に役立つ

知識を広める活動を行っていきたい。  

事業費 

（受託金額） 

40,000円 経費 

(人件費含む) 

37,382円 売上 2,618円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる

啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-3 

事業名 

業務名 

講師登壇・招へい事業、メディア掲載等 

期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委託元  

関係団体  

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板橋真美 

実施内容 

【事業概要】 

各地で講師登壇の依頼受け入れ・招へい事業への参加を実施した。また、新聞、ラジオ、テレビ

等への積極的なアプローチを行った。 

【目的】 

MCTを多くの方に知っていただき、歩きにきていただき、トレイルの持続的運営につなげることを

目的として各地で講演等を実施した。また、雑誌、テレビやラジオなどメディアを通し MCT の情

報を発信した。 

【実施内容】 

MCＴの周知・広報活動として、講演や取材対応（協力）を行った。 

 

① 講演会等での発表、招へい事業等（14回） 

 

№ 開催日 講演会名称 講演タイトル

1 令和5年6月6日 青森大学フィールドツーリズム学科 ロングトレイル概論２：みちのく潮風トレイル（MCT）の事例

2 令和5年6月13日 宮城大学事業構想学部 非営利経営論

3 令和5年8月2日
愛知県名古屋市アウトドアショップ

「MOOSE」開催イベント
Taliking About Long Distance Hiking

4 令和5年8月6日

Hike MCT ＆ Enjoy GEOPARK

～みちのく潮風トレイルを歩いて三陸の文

化を体感しよう～

パネルディスカッション

「三陸の地形の歴史・文化資源の磨き方～三陸ファンを作ろ

う！」

5 令和6年8月23日
R5年度 宮城県自然保護課 業務担当者研修

会

みちのくに道をつくる みちのく潮風トレイル、東北を長く歩く

旅の道

6 令和5年10月8日 経済産業省福島芸術文化推進室 トークセッション

7 令和5年10月27日 ツーリズムEXPO

ツーリズム・プロフェッショナル・セミナー

FW:東北Fan MeetingスピンオフWS

～「面」で魅力度アップ！繋ぐ、この先の東北のツーリズム

8 令和5年11月21日 JAPAN TRAIL FORUM みちのく潮風トレイルについて

9 令和5年12月6日 牡鹿半島ビジターセンター勉強会
みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター 役割とコミュニケー

ション

10 令和5年12月22日 桜美林大学 町田キャンパス 講義 「環境NPO・NGO」

11 令和6年1月7日 トレイルランニング2024東北フォーラム
パネルディスカッション

「トレイルを走ること、歩くこと、守ること。」

12 令和6年1月20日 宮城県看護協会岩沼支部講演会
つなげる、続ける、歩く

～みちのく潮風トレイルを知ろう～

13 令和6年2月27日 読売Bizフォーラム東北・会員交流会 みちのく潮風トレイルについて

14 令和6年3月20日 びゅうサスティナブルツーリズム研修 みちのく潮風トレイルについて
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②露出メディア一覧 

1.新聞（129件） 

 

№ 掲載日 掲載紙 タイトル

1 令和5年4月3日 河北新報 河北春秋

2 令和5年4月4日 読売新聞 「3.11忘れない」1000キロの旅

3 令和5年4月8日 河北新報 日本対がん協会長・垣添さん トレイル踏破中

4 令和5年4月13日 岩手日報 潮風トレイル 便利マップ

5 令和5年4月14日 岩手日報 潮風トレイルに便利なマップ 三陸鉄道の各駅基点に案内

6 令和5年4月15日 読売新聞 独環境相が名取を視察

7 令和5年4月19日 読売新聞 登頂を目指さず 自然歴史を楽しむ

8 令和5年4月19日 河北新報 トレイルデイズ紹介

9 令和5年4月21日 読売新聞
環境省東北環境事務所・田村所長 潮風トレイル全線踏破 9か月で1000キ

ロ復興へ決意新たに

10 令和5年4月27日 河北新報 「潮風トレイル」美しく 石巻市牡鹿半島コースで清掃活動

11 令和5年4月29日 読売新聞
被災者寄り添う1000キロの旅 日本対がん協会会長・垣添さん みちのくト

レイル 気仙沼市内歩く

12 令和5年5月8日 読売新聞 被災地の強さ探す旅

13 令和5年5月8日 東奥日報 種差ガイドスタート 3テーマ別にコース設定

14 令和5年5月10日 読売新聞
みちのく潮風トレイルウォークin久慈 6月11日（日）午前10時～正午随時ス

タート

15 令和5年5月18日 読売新聞
みちのくトレイル旅する垣添さん がん・震災経験者女性と交流 名取がん

センターで喪失立ち向かう姿 感銘

16 令和5年5月19日 朝日新聞 東北4県1千キロをたどって 対がん協会長ががんサバイバーらと交流

17 令和5年5月19日 読売新聞 潮風あびて久慈を歩こう ポケモンと記念撮影も

18 令和5年5月20日 読売新聞
日本対がん協会会長 垣添さん 人の強さに励まされ みちのく潮風トレイ

ル青森ー相馬間踏破

19 令和5年5月20日 読売新聞 ピカチュウらと撮影特典 岩手 来月11日イベント開催

20 令和5年5月20日 読売新聞 青森ー福島 垣添さん踏破 がん患者・被災者に励まし

21 令和5年5月30日 河北新報 米トレイル踏破 板谷さんが語る 名取でイベント

22 令和5年5月31日 読売新聞 市毛良枝さん 登山のススメ

23 令和5年5月31日 石巻かほく
「ハイカーの拠点施設に」人の優しさに触れ移住（地現葉子さんの民泊につ

いて）

24 令和5年6月10日 読売新聞 潮風感じみんなで歩こう…久慈であす、飛び込み参加も可

25 令和5年6月11日 デーリー東北 楽しみながら５キロを完歩 みちのく潮風トレイルウォーク

26 令和5年6月11日 読売新聞
家族連れら１３０人、岩手・久慈で自然を満喫… みちのく潮風トレイル

ウォーク

27 令和5年6月13日 読売新聞 みちのく潮風トレイルウォークin久慈 霧の中 気分は晴れやか

28 令和5年6月13日 読売新聞 潮風トレイル久慈で130人散策

29 令和5年6月16日 読売新聞 Photo Spot 葦毛崎展望台（青森県八戸市）額緑風のショット

30 令和5年6月18日 岩手日日新聞
魅力満点な旅提案 「浄土日和」小冊子作製 三鉄駅起点に潮風トレイルへ

【岩手】

31 令和5年6月21日 読売新聞
種差海岸国立公園10年 「花のなぎさ」守る保護管 広大なエリア歩いて巡

視

32 令和5年6月21日 河北新報 みちのく潮風トレイル 5周年へ 魅力共有しよう

33 令和5年6月24日 読売新聞
「みちのく潮風トレイル」で地域振興へ、青森・岩手・宮城・福島４県の２

９市町村で協議会発足

34 令和5年6月24日 東海新報 潮風トレイルの魅力体感 広田小6年生マップ制作へ現地歩く 陸前高田

35 令和5年6月25日 河北新報 みちのく潮風トレイル 持続可能ルートへ協議会 沿線29市町村

36 令和5年6月25日 デーリー東北 トレイル活性化へ協力 29自治体首長が協議会設立

37 令和5年6月25日 読売新聞 潮風トレイル 活用促進へ 名取で協議会発足

38 令和5年6月25日 産経新聞 「トレイル」活性化へ 全長1千キロ超 東北29自治体が協力

39 令和5年6月25日 福島民報
「みちのく潮風トレイル」協議会発足 全線開通から５周年、沿線自治体の連

携強化へ

40 令和5年6月25日 岩手日報 潮風トレイル発展へ協議会 本県沿岸など29市町村で設立
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№ 掲載日 掲載紙 タイトル

41 令和5年6月25日 毎日新聞 「潮風トレイル」活性化へ協議会 東北の首長らが設立

42 令和5年6月25日 河北新報 越喜来に新交流拠点 大船渡観光センター再利用

43 令和5年6月25日 朝日新聞 無人駅にするな 地元有志が観光拠点目指す

44 令和5年6月28日 毎日新聞 潮風トレイル、発展へ協力 29自治体が協議会設立/福島

45 令和5年6月30日 朝日新聞 大事な人なくした心の処方箋 被災地歩いた垣添・対がん協会長に聞く

46 令和5年7月15日
女川うみねこタイム

ズ（vol.133）
須田善明町長の元祖徒然日記 「今回は”歩く方”のお話」

47 令和5年7月16日 岩手日報 トレイル企画復活を

48 令和5年7月21日 スポーツニッポン 定年を前に三陸沿岸を“漂泊の旅”自在の境地で遊んでみよう（スポニチ）

49 令和5年7月23日 日本経済新聞
Exploring Tohoku

空と海と岩の間で みちのく潮風トレイルを行く

50 令和5年7月23日 スポーツニッポン
無理は禁物 「みちのく潮風トレイル」歩きは年齢を考えショートカット

ルートで

51 令和5年7月24日 スポーツニッポン 旅は道連れ 韓国から来た「あまちゃん」ファンとの出会い

52 令和5年7月25日 スポーツニッポン
そこかしこに残る大津波の爪痕 復興への“祈りの道”は賢治が愛した詩の世

界でもあった

53 令和5年7月26日 スポーツニッポン
大量の汗と足の痛みで体感した三陸リアス式海岸 眼前には“切手の絶景”が

…

54 令和5年7月27日 スポーツニッポン 「鵜ノ巣」には思い入れがある

55 令和5年7月28日 スポーツニッポン 語りつなげる“てんでんこ”の教え

56 令和5年7月29日 デーリー東北 山海巡り文化、歴史学ぶ 階上でいちご煮ウォーク –

67 令和5年7月31日 スポーツニッポン 「みちのく潮風トレイル」“ゴール”は浄土ケ浜 極楽はこの世にもある

58 令和5年8月1日 スポーツニッポン 人はなぜ旅をするのか？ 定年旅約880キロ…「結びの地」で考えたこと

59 令和5年8月10日 石巻かほく つつじ野 歩く悦び

60 令和5年8月17日 河北新報 地域活性化へ連携 日本空港と名取市協定

61 令和5年8月17日 高知新聞 ハイキング文化 発信地に 東北4県・みちのく潮風トレイル

62 令和5年8月20日 茨城新聞 復興の道 育てる 東北4県結ぶ長距離歩道 ハイカーと住民交流

63 令和5年8月21日 神戸新聞 「復興の道」ハイキングで実感

64 令和5年8月24日 読売新聞
中学生記者の「みちのく潮風トレイル」取材に同行、松島湾の島々で「豊か

さ」再発見

65 令和5年8月24日 伊勢新聞 東北４県みちのく潮風トレイル ハイキング文化の発信地に

66 令和5年8月28日
読売中学生新聞みや

ぎ
自然と笑顔の1025㎞ みちのく潮風トレイル復興をつなぐ道

67 令和5年8月31日 河北新報 ハイキングに新たな形 住民と交流 被災地知る契機に

68 令和5年9月2日 岩手日報
みちのく潮風トレイル記者イチ押し 三陸駅併設ハイカー憩う 大船渡・

NEW OKIRAI

69 令和5年9月2日 山梨日日新聞
1000キロ歩いて復興を体感 ハイキング文化の発信拠点に「みちのく潮風ト

レイル」脚光

70 令和5年9月4日 岩手日報 みちのく潮風トレイル記者イチ押し 海鮮もてなし 踏破の力に

71 令和5年9月6日 岩手日報 みちのく潮風トレイル記者イチ押し 自ら歩き役立つ品販売

72 令和5年9月7日 河北新報
欧米豪富裕層に人気 「アドベンチャートラベル」

潮風トレイルで東北PR 震災知るきっかけにも

73 令和5年9月8日 日本海新聞
ハイキング文化発信地に 東北4県つなぐ長距離歩道

「復興の道」としての役割も

74 令和5年9月13日 山陰中央新報 トレイルハイキング文化底上げを みちのく潮風 みんなで育てる復興の道

75 令和5年9月13日 河北新報 共に歩もう 東日本大震災12年 訪日客 記憶の道に

76 令和5年9月29日 中国新聞
東北4県を結ぶ自然歩道「みちのく潮風トレイル」

長距離ハイク 心つなぐ旅

77 令和5年9月30日 東京新聞 復興の道育てよう みちのく潮風トレイルに注目

78 令和5年10月8日 読売新聞 種差海岸 秋風受け歩く 国立公園１０年記念 市毛良枝さん参加

79 令和5年10月16日 下野新聞
みちのく潮風トレイル ハイキング文化の新拠点

4県つないで復興支援へ
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№ 掲載日 掲載紙 タイトル

80 令和5年11月5日 しんぶん赤旗 岩手・宮古市 みちのく潮風トレイル

81 令和5年11月24日 河北新報 石巻地方をサイクリングとハイキングで巡る ３泊４日のツアー始まる

82 令和5年11月24日 岩手日報 風土計

83 令和5年11月28日 岩手日報 ハイカー支え全国功労 潮風トレイルに休憩所 私設運営し無料開放

84 令和5年12月5日 河北新報
自然歩道「みちのく潮風トレイル」オーストラリアの観光客にPR 岩手・宮

古で視察ツアー

85 令和5年12月5日 読売新聞
「みちのく潮風トレイル」外国人客にPR…豪州旅行会社社員がモニターツ

アー参加

86 令和5年12月6日 岩手日報
潮風トレイル 海外発信 豪州旅行会社招き初ツアー 認知度向上 商品化

目指す

87 令和5年12月8日 東奥日報
青森・八戸市～福島・相馬市｢みちのく潮風トレイル｣海外に発信 豪旅行会社

招きツアー

88 令和5年12月8日 デーリー東北 種差エリア施設充実へ トレイル核に地域計画

89 令和5年12月23日 日本経済新聞
東北に体験重視の欧米客 町歩きや座禅、スロー旅が売り

データで読む地域再生 東北

90 令和5年12月24日 中部経済新聞
みちのく潮風トレイル ハイキング文化 発信地に みんなで育てる復興の

道

91 令和5年12月30日 岩手日報
潮風トレイル海外注目 自然美や震災学習評価

欧米メディアで推薦、賞賛の動き

92 令和5年12月31日 静岡新聞 東北の外国人客拡大の柱に みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

93 令和6年1月1日 佐賀新聞
東北の外国人客拡大の柱に

みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

94 令和6年1月2日 福井新聞
東北の外国人客拡大の柱に

みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

95 令和6年1月3日 東奥日報
東北の外国人客拡大の柱に

みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

96 令和6年1月4日 沖縄タイムズ 東北の外国人客拡大の柱に みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

97 令和6年1月5日 新潟日報
東北の外国人客拡大の柱に

みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

98 令和6年1月6日 山陽新聞
東北の外国人客拡大の柱に

みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

99 令和6年1月7日 日本海新聞 東北の外国人客拡大の柱にみちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

100 令和6年1月8日 北国新聞 東北の外国人客拡大の柱にみちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

101 令和6年1月9日 信濃毎日新聞 東北の外国人客拡大の柱に みちのく潮風トレイル 欧米ハイカーに高評価

102 令和6年1月10日 毎日新聞
青森－福島「潮風トレイル」1025キロ 全線踏破へウエルカム 格別の自然

美、震災遺構も ／青森

103 令和6年2月2日 デーリー東北
みちのく潮風トレイル 外国人客拡大へ情報発信

欧米ハイカーに高評価

104 令和6年2月7日 岩手日報 論説 訪日客の地方誘致 潜在力をいかしてこそ

105 令和6年2月16日 岩手日報
みちのく潮風トレイル 英紙タイムズ 日本で訪れるべき14選に 震災学

べると紹介

106 令和6年2月16日 読売新聞 潮風トレイル歩こう なすびさんがPR

107 令和6年2月16日 河北新報 本社 来訪 なすびさん みちのく潮風トレイル メディアキャラバン

108 令和6年2月17日 読売新聞 潮風トレイル魅力に再開 8年前に踏破 なすびさん

109 令和6年2月17日 岩手日報 みちのく潮風トレイル、日本で訪れるべき14選に 英紙タイムズ

110 令和6年2月21日 東京新聞 MCT 外国客呼び込め

111 令和6年2月29日 読売新聞 菅前首相 5月に講演 交流会で日程、講師発表

112 令和6年3月6日 東海新報 古里の魅力伝えたい 広田小6年生 トレイルマップが完成 陸前高田

113 令和6年3月10日 朝日中高生新聞 歩いて知る被災地 1千キロの自然道

114 令和6年3月11日 朝日小学生新聞 南三陸 歩いてたどる復興の道

115 令和6年3月14日 岩手日報 潮風トレイル利用促進策を

116 令和6年3月16日 読売新聞 潮風トレイル英紙で紹介 「日本の14の場所」景色や宿泊体験 評価
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2.雑誌（19件） 

 

№ 掲載日 掲載紙 タイトル

117 令和6年3月17日 読売新聞 潮風トレイル 留学生が視察 浦戸諸島

118 令和6年3月20日 河北新報
「みちのく潮風トレイル」コース歩いて5周年祝おう

環境省5月から各地でイベント

119 令和6年3月20日 岩手日報
潮風トレイル全線開通5周年 宮古で6月記念イベント 講演や景勝地巡り

英紙評価、魅力一層発信へ

120 令和6年3月20日 読売新聞 全国 「みちのくトレイル」歩こう 5周年記念

121 令和6年3月20日 読売新聞 青森県 潮風トレイル八戸めぐる

122 令和6年3月20日 読売新聞 岩手県 ポケモンとコラボ 6月、宮古でイベント

123 令和6年3月20日 読売新聞 宮城県 名取発 歩くイベント 6月 ポケモンとコラボ

124 令和6年3月20日 読売新聞 福島県 ポケモンと記念コラボ 全線開通5周年 相馬開催 11月3日

125 令和6年3月20日 デーリー東北 全線開通5種年でウォーク みちのく潮風トレイル

126 令和6年3月20日 岩手日報 「潮風トレイル」全線開通5周年イベント開催へ 宮古で6月

127 令和6年3月20日 福島民友新聞 「みちのく潮風トレイル」開通5周年 東北4県で5月からイベント

128 令和6年3月25日 毎日新聞 ロングトレイル半世紀 歩く旅の楽しさ広げたい

129 令和6年3月31日 読売新聞 潮風トレイル WSJで紹介 風景、復興を絶賛

№ 掲載日 掲載誌 タイトル

1 令和5年4月25日
大人の休日倶楽部

（５月号）
美しい東北残したい風景を撮りに（大船渡、陸前高田）

2 令和5年5月1日 国立公園（No.813）
セブンイレブン記念財団との国立公園の環境保全活動に関する協力協定の

締結

3 令和5年6月25日
おでかけみちこ

vol.45
みちのく潮風トレイルを歩いて三陸ジオパークを満喫しよう！陸前高田市

4 令和5年6月25日
大人の休日倶楽部

（７月号）

美しい東北残したい風景を撮りに（宮城県気仙沼市/気仙沼大島・唐桑半島

区間）

5 令和5年9月8日 TRAILHEAD Vol.1 加藤則芳さんの遺志を継ぐふたりが語り合う

6 令和5年9月1日
岡三証券広報誌

Adesso(9・10月号）
特集：歩いてみたい、日本のロングトレイル

7 令和5年9月8日
中央公論

2023年10月号

東北の地を歩いて見えた希望 がんの辛さ、被災の悲しみを乗り越える力

が人間にはある

8 令和5年9月8日 旅の手帖10月号
みちのく潮風トレイル八戸セクションを行く

海と海岸線を楽しむ、北国の海岸線ハイク

9 令和5年9月25日
おでかけみちこ

vol46

「みちのく潮風トレイルを歩いて、三陸ジオパークを満喫しよう！」気仙

沼大島

10 令和5年9月27日 TRAILHEAD Vol.2 みちのく潮風トレイル特集

11 令和5年10月25日 大人の休日倶楽部
美しい東北、残したい景色を撮りに。福島県相馬郡新地町・相馬市/新地

町・相馬市区間

12 令和5年11月1日
JALグループ機内誌

SKY WARD 11月号
ローカルイノベーター、みちのく潮風トレイルを歩こう

13 令和5年12月1日 大人の休日倶楽部 美しい東北、残したい風景を撮りに。宮城県石巻市/田代島・網地島区間

14 令和5年12月25日 大人の休日倶楽部 美しい東北、残したい風景を撮りに。宮城県石巻市田代島・網地島区間

15 令和5年12月26日 ENTLINK エコツーリズムであなたのエナジーを被災地へ

16 令和6年2月22日 河北新報
インタビュー 幸せ、交流、豊かさの創出 日本航空東北支社長 佐野

寛人さん

17 令和6年2月25日
大人の休日倶楽部

2024年3月号

写真家 野川かさねと歩く みちのく潮風トレイル 美しい東北 残した

い風景を撮りに。 岩手県九戸郡洋野町/洋野緒区間

18 令和6年3月22日 ランドネ
東日本大震災を経て、地域と共に歩む 海岸沿いに広がる絶景と三陸復興

国立公園の知られざる魅力

19 令和6年3月25日
おでかけみちこ

vol.48
「みちのく潮風トレイルを歩こう！」唐桑半島トレッキングMAP
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3.テレビ・ラジオ（15件） 

 

 

4.Web国内（19件） 

 

№ 掲載日 掲載誌 タイトル

1 令和5年4月20日 岩手放送
管理する環境事務所長が自ら踏破 全長約1000キロ 「みちのく潮風トレイ

ル」をPR

2 令和5年6月22日 岩手放送
【復興への羅針盤】 散策しながらふれあいや食も楽しむ～地域の魅力発見！

「おおふなトレイル」 岩手 大船渡市

3 令和5年7月4日 NHK盛岡 【ぶらぶらブラボー】 第7回 「岩泉 みちのく潮風トレイル」編

4 令和5年7月20日 テレビ岩手
「みちのく潮風トレイル」人気の手掘りトンネルで 海ごみバスターズ 岩手

県田野畑村

5 令和5年8月7日 IBC岩手放送
砂金採りやアンモナイトのレプリカ作りも 「三陸ジオパーク」の魅力知るイ

ベント 親子で楽しむ 岩手・宮古市

6 令和5年10月14日
いわてめんこいテレビ

「山・海・漬」
自然を肌で感じながら歩こう♪ シリーズ「みちのく潮風トレイル」大船渡編

7 令和5年12月2日
仙台シティエフエム

ラジオ３
仙台・宮城「みんなの声」vol.89みちのく潮風トレイルハイカー平塚洋介さん

8 令和5年12月4日 NHK盛岡 みちのく潮風トレイル売り込み 豪州旅行会社が浄土ヶ浜を視察

9 令和5年12月5日 テレビ岩手
三陸沿岸の景色を楽しみながらウォーキング「みちのく潮風トレイル」 外国

旅行会社を招待して体験会

10 令和5年12月7日 青森放送
海沿いの美しい景色を眺める歩く旅「みちのく潮風トレイル」オーストラリア

に魅力発信 八戸市

11 令和6年3月20日 日テレNEWS NNN 「みちのく潮風トレイル」 全線開通5周年 記念イベント開催へ

12 令和6年3月20日 RAB青森放送
「みちのく潮風トレイル」全線開通5周年記念 5月に八戸市でウォーキングイ

ベント 沿道は誘客効果に期待

13 令和6年3月20日 テレビ岩手 みちのく潮風トレイル全線開通5周年 岩手県宮古市などで記念イベント開催

14 令和6年3月20日 宮城テレビ
「みちのく潮風トレイル」5周年でイベントへ 自然や震災の記憶に触れる全長

1000キロの自然歩道

15 令和6年3月31日 青森放送 春の観光シーズンへ 三陸復興国立公園の種差海岸で清掃奉仕 青森・八戸市

No 掲載日 掲載紙名・号／講演会・展示会名称 掲載タイトル／講演タイトル

1 令和5年4月26日 緑とらんす（かまいし情報ポータルサイト）
みちのく潮風トレイル全線踏破 環境省職員、歩いて体感！魅力発信 ゴール

は釜石

2 令和5年6月9日 PR TIMES がん患者・震災被者を励ます「みちのく潮風トレイル」の旅が完結へ｜

3 令和5年6月30日 緑とらんす（かまいし情報ポータルサイト）
三陸沿岸道路の機能強化へ 南三陸沿線10市町が連絡協立ち上げ 組織要望で

実現目指す

4 令和5年7月21日 ソトラバ
三陸の風を感じる日本最長のロングトレイル「みちのく潮風トレイルを歩く」

vol

5 令和5年8月4日 BRAVO MOUNTAIN
【夏休みの思い出作りに歩きたい】ギラつく太陽＆海風が気持ちいい「絶景の

海岸線ハイク」

6 令和5年9月4日 good Luck Trip
【青森県・岩手県】東北・三陸沿岸文化を体感する「みちのく潮風トレイル」

を歩く旅

7 令和5年9月7日 On Trip JAL
JAL東北支社のいち押し！ 「みちのく潮風トレイル」あるくからこそみえて

くるものがある。

8 令和5年9月9日 ソトラバ
三陸の風を感じる日本最長のロングトレイル「みちのく潮風トレイルを歩く」

vol.02【宮古～大船渡編】

9 令和5年9月15日 i jamp  ポータル ‐時事通信社‐
【トップインタビュー】未来につなぐ道、育てたい＝山田司郎・宮城県名取市

長

10 令和5年9月29日 ソトラバ
三陸の風を感じる日本最長のロングトレイル「みちのく潮風トレイルを歩く」

vol.03【大船渡～南三陸町編】

11 令和5年11月11日 ソトラバ
海鮮と温泉がごほうび？ 日本最長のロングトレイル「みちのく潮風トレイルを

歩く」【vol.04 南三陸町～石巻編】

12 令和5年12月22日 and trip. たびびと
三陸のキーマンが語るサステナブルな地域づくり～久慈広域観光協議会 貫牛

利一(かんぎゅうとしかず)氏～
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4.Web海外（38件） 

 

No 掲載日 掲載紙名・号／講演会・展示会名称 掲載タイトル／講演タイトル

13 令和5年12月27日 and trip. たびびと
【トレイル＆トレイン】みちのく潮風トレイルの今をご紹介！（岩手県三陸エ

リア）

14 令和5年12月29日 ランドネ
日本を縦断する1万㎞の道！ジャパントレイルの魅力と今後の可能性を探る

フォーラムが開催されました

15 令和6年2月3日 Kyodo News Feature：1,000㎞ nature trek heiping Tohoku again hit its stride

16 令和6年3月1日 トヨタ自動車WEBサイト プリウスジャーナル 休日に自分を見つめ直す。ドライブして行きたいリトリートスポット

17 令和6年3月3日 ソトラバ
島々をめぐる爽快ハイキング！ 日本最長のロングトレイル「みちのく潮風ト

レイル」を歩く【vol.05 石巻市～名取市編】

18 令和6年3月7日 ほぼ日刊イトイ新聞 ちょこっと潮風ほぼトレイル

19 令和6年3月28日 マガジンハウス COLOcal まるで異国！八戸「種差海岸」海と空の青、芝の緑が触れ合う絶景の魅力

№ 掲載日 掲載サイト タイトル

1 令和5年5月5日 MykHumphrey.com Hiking in Japan: A Guide to the Best Trails

2 令和5年6月2日 Travel Daily Media Discover Japan’s best hiking routes

3 令和5年6月10日 NZ Herald Asia holidays: Japan’s best hikes for Kiwi trampers

4 令和5年6月13日 SCOUT WALK JAPAN LAUNCHES SEVEN NEW TOURS

5 令和5年6月20日 The New York Times 2023 Is the Year of the Long Walk

6 令和5年6月25日 Jordan News Feeling you are part of the scenery

7 令和5年7月19日 The Limited Times Great nature walks, booming after the pandemic

8 令和5年7月31日 TRAVELREIBER Japan`s Best Experiences

9 令和5年7月31日 TRAVELREIBER Taking a hike

10 令和5年8月13日 TTG TRAVEL INDUSTRY NEWS WALK JAPAN LAUNCHES SEVEN NEW TOURS

11 令和5年9月26日 Outdoor Japan The Epic Northern Tip of the MCT

12 令和5年10月12日 Field Mag
Experience the "Real Japan" by Hiking the 1,000 km Michinoku Coastal

Trail

13 令和5年10月16日 All About Japan Walking Japan's 1,000km Michinoku Coastal Trail

14 令和5年11月2日 Hounslow Herald Holidays Hiking in Heavenly Hachinohe

15 令和5年11月30日 STARS STRIPES JAPAN My Paradise: Hiking Japan's Michinoku Coastal Trail

16 令和5年12月7日 ABC17 NEWS The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

17 令和5年12月7日 News Channel The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

18 令和5年12月7日 The Citizen The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

19 令和5年12月8日 ASB Magagine Die Geschichte hinter Japans epischem 600-Meilen-Michinoku-Küstenpfad

20 令和5年12月8日 Local News 8 The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

21 令和5年12月8日 Doifoo Travel The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

22 令和5年12月8日 CNN The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

23 令和5年12月11日 Travelers Today 5 Breathtaking Coastal Destinations You Must See Worldwide

24 令和5年12月20日 G Adventures WHERE TO TRAVEL IN 2024: COMEBACK COUNTRIES

25 令和5年12月21日
Spotify for Podcasters

Trails Around the World
Japan’s Michinoku Coastal Trail with Christine…

26 令和5年12月28日 NEWS 15 The story behind Japan’s epic 600-mile Michinoku Coastal Trail

27 令和5年12月29日 Yahoo! Life Fancy a trip to Japan? Here are the places to add to your bucket list

28 令和5年12月31日 Japan guide.com Travel Highlights 2023

29 令和6年1月12日 The Hidden Japan The Other Side of the Mountain

30 令和6年1月31日 The Japan Times 1,000-kilometer nature trek helping Tohoku once again hit its stride

31 令和6年2月1日 The Times 14 of the best places to visit in Japan

32 令和6年2月7日 NATIONAL GEOGRAPHIC
Japan on and off the trail: Experience a different side of Japan's great

outdoors in Shikoku and Tohoku.

33 令和6年2月8日 TimesTravel 14 of the best places to visit in Japan

34 令和6年3月13日 TRAVEL LEISURE
This 9-day Walking Tour in Japan; Takes You to One of the Most Scenic

Trails in the World
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考察、及び今後の展開 

令和 5年度は、新聞、Webともに同じ記事が別媒体に掲載されるケースが多かった（例えば共同

通信の記事が沖縄県や福井県などの地元紙に掲載され読まれている）。以前は当法人で取材

対応をした記事が掲載されることが多かったが、最近は多くのメディアが MCT を取り上げてくだ

さる機会が増え、会員さんやハイカーからの情報でその存在を知ることもある。私たちが拾えて

いない情報を共有していただけることを大変有難く思っている。令和５年度もさらなる周知拡大に

向け、メディアへの働きかけを続けていく。 

事業費 

（受託金額） 

599,835円 経費 

(人件費含む) 

330,342円 売上 269,493円 

 

 

№ 掲載日 掲載サイト タイトル

35 令和6年3月15日 THE WALL STREET JOURNAL

13 Years Post-Tsunami, This Japanese Hiking Trail Spotlights Coastal

Beauty and a Remarkable Recovery

In the wake of a devastating natural disaster, a 620-mile trail in Japan

takes hikers up to stunning viewpoints and into resilient communities

eager to share their culture and cuisine.

36 令和6年3月18日 bnnbreaking.com
Rediscovering Resilience: Michinoku Trail Offers Cultural Deep Dive into

Tsunami-Recovered Japan

37 令和6年3月21日 The Japan News
Michinoku Coastal Trail in Tohoku Region Featured by The Times; British

Newspaper Chooses Trail as Part of 14 Best Places to Visit in Japan

38 令和6年3月28日 The Wall Street journal Hiking Japan Michinoku Coasatal Trail
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-4 

事業名 

業務名 

令和 5 年度みちのく潮風トレイルに係るインタープリテーション計画によるブラン

ディン グ化及び広報戦略作成等業務 

期間 令和 5 年 10 月 3１日〜令和 6 年 3 月 22 日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体 みちのく潮風トレイル関係自治体、その他関係地域団体・個人 

担当者 業務主任：相澤久美 業務補佐：板橋真美、森恭平、松川亮太 

実施内容 

【事業概要】 

MCT のインタープリテーション計画を策定し、ブランディング化、広報戦略を検討するため、（1）

ストーリー案の作成、（2）ブランディング化戦略の作成、（3）広報戦略の作成、（4）広報戦略を用

いた実証等、（5）利用者の行動管理に必要な事項の整理、（6）MCT 路線距離の再計測、（7）ブ

ランディング戦略作成に係る普及啓発、（8）打ち合わせの実施、（9）報告書の作成及び提出を

行った。 

【目的】 

MCT については、ブランディング化や国内外への広報をどのように展開していくかにより認知度

を一層高められるかが現行の課題であるため、その解決策をインタープリテーション計画を策定

する中で検証し、ブランディング化と広報戦略の作成等を行うことを本事業の目的とした。 

【実施内容】 

① ストーリー案の作成 

有識者と地域関係者を交えた検討会を開催し実施した。また、インタープリテーション計画と

して MCT のストーリー案の作成にあたっては、環境省担当官と相談の上有識者を選定し、ヒ

アリングを実施した。 

② ブランディング化戦略の作成 

「ブランドは『信用』、ブランディングは『信用構築』である。」と定義し、ブランディングを進め

るにあたっては、MCT がもつ価値やメッセージを明確に伝え、共感を生み出すことで結びつ

けを深め、信用構築につなげることとした。また、今後のブランディング化戦略として取り組

むべき事項は、「価値を抽出する」、「価値を高める」、「価値を共有する」の 3 つとした。 

③ 広報戦略の作成 

調査対象としてアメリカの東海岸に位置する A.T.を選定し、現地調査を実施した。ナショナ

ル・フォレスト・サービスやアパラチアン・トレイル・コンサーバンシー（以下、「ATC」）などの関

係者からヒアリングを行ったほか、地元のマウンテンクラブの整備活動への参加やトレイル実

踏、ビジターセンター訪問などで情報を収集した。それらの情報をもとに、広報戦略を「パー

トナーシップ強化」、「イベントやワークショップの開催」、「ボランティア受け入れ」、「メディア

キャンペーン」、「オンラインストーリーテリング」、「ガイドブック」、「コミュニティの形成と拡大」

の項目ごとにまとめた。 
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④ 広報戦略を用いた実証等 

タレント・俳優のなすび氏と日本航空東北支社の霜島氏に協力いただき、2 月 15 日に宮城

県内のメディア 4 社（読売新聞、宮城テレビ、河北新報、仙台放送）を訪問し、今年 6 月に全

線開通 5 周年を迎える MCT の魅力を伝えるとともに今後の取材をお願いする「メディアキャ

ラバン」を行った。  

⑤ 利用者の行動管理に必要な事項の整理 

利用者の行動管理に必要な事項の整理のため、「トレイルのサステナビリティに関するこ

と」、「路線の保全に関すること」、「トレイル沿線の美化清掃に関すること」の 3 つの事項に関

して有識者にヒアリングを行い、検討を行った。 

⑥ MCT 路線距離の再計測 

東北地方環境事務所より提供された GIS データ並びに MCT トレイルマップを参照し、路線

距離の再計測作業を行った。 

⑦ ブランディング戦略作成に係る普及啓発 

MCT を普及啓発していくために必要なグッズ（MCT を記したボールペン（1,000 部）、ピンバ

ッジ（四角形長方形約 24mm×約 24mm 及び長方形約 15mm×約 30mm 各 500 部）及び

エコバッグ（コットン製、約 260mm×約 330mm、プリントあり及びコットン製、約 170mm×約

230mm、プリントあり 各 500 部））の作成を行った。 

⑧ 打ち合わせの実施 

業務開始時１回、中間打ち合わせ４回、業務とりまとめ時に 1 回を担当官と打合せを実施し

た。 

⑨ 報告書の作成及び提出 

上記の内容を踏まえ、報告書を作成し提出した。 

 

有識者と地域関係者を交えた検討会 

 

A.T.現地調査 
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メディアキャラバン みちのく潮風トレイルグッズ 

考察、及び今後の展開 

今後は、地域内でのブランディング、地域外に向けたブランディングの双方に取り組む必要が

り、特に地域内でのブランディングや受け入れ態勢強化は急務と考える。 

事業費 

（受託金額） 

9,957,200 円 経費 

（人件費含む） 

8,103,455 円 売上 1,853,745 円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わ

る啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-5 

事業名 

業務名 

ホームページ、フェイスブック、インスタグラムによる啓発及び情報発信 

期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委託元  

関係団体  

担当者 業務主任：相澤久美   主担当：森恭平、晴山功   更新：全職員 

実施内容 

【事業概要】 

みちのく潮風トレイル運営計画の構成員等から寄せられる情報の公開（環境省業務）の他、各種

イベント情報、ハイキングに関する啓発、文化情報発信等をホームページ及びフェイスブック、イ

ンスタグラムを通して行なった。ハイカーの旅をサポートしてくれる沿線施設（サポーターズ）やハ

イキングパスポートの情報掲載や、フォトギャラリーのページではハイカーからの写真を募りフォト

コンテストを行い、それらの写真を活用してオリジナルカレンダーの制作にも取り組んだ。その

他、全線踏破挑戦者・踏破者登録、会員募集、寄付募集、野営場の情報発信などを実施した。

ホームページについては大半の情報を英語ページでも情報発信している。 

また、毎月閲覧数分析を行い検索キーワードの上位を確認しつつブログ記事に反映させる等、

より多くの方に見ていただけるよう SEO対策も実施した。 

【目的】 

MCT を歩く方々に必要な情報を提供し、安心安全に歩いていただくことを第一の目的としてい

る。また、地域の方々の取り組みを紹介するページや、フォトギャラリー、挑戦者登録など利用者

が参加できるページも設け、更新頻度の高い双方向の運営を心がけている。皆で育てる道であ

ることを発信する場とすること、みちのく潮風トレイル憲章を紹介し、MCT の存在意義についても

伝える場としている。 

【実施内容】 

①トレイルに通行に係る注意情報や臨時情報の発信 

②みちのくトレイルクラブが関わるイベントや商品の告知や報告 

③MCTを取り扱ったメディア等の紹介 

④名取トレイルセンターを訪れたハイカーの紹介 

⑤フォトギャラリーの運営 

⑥全線踏破挑戦者登録、全線踏破者登録の実施 

⑦会員の募集、寄付の募集  

⑧モデルコースの追加 

⑨各種不具合等の改修 

⑩ハイカー自身によるコラム「ハイカーズボイス」の掲載 
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全線踏破者（2024/3/31 時点 141 名） 

 

（１）居住地/踏破年度別人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）かかった日数/踏破年度別人数 

 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

～60 日 2 6 8 6 11 33 

～90 日 4 1 3 1 0 9 

～180 日 1 1 1 2 0 5 

～1 年 1 2 9 2 3 17 

～2 年 0 3 3 12 5 23 

～3 年 0 0 1 4 10 15 

～4 年 2 0 3 2 3 10 

～5 年 5 0 3 1 6 15 

～6 年 0 1 2 2 0 5 

～7 年 0 0 0 0 2 2 

～8 年 0 0 0 1 2 3 

～9 年 0 0 0 2 1 3 

不明 0 0 1 0 0 1 

合計 15 14 34 35 43 141 

 

 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

北海道 0 0 0 0 0 0 

東北 0 9 17 23 27 76 

 青森県 0 0 1 3 2 6 

岩手県 0 1 6 9 9 25 

秋田県 0 1 0 0 1 2 

宮城県 0 7 8 10 13 38 

山形県 0 0 1 1 1 3 

福島県 0 0 1 0 1 2 

関東 10 3 9 9 7 38 

中部 0 0 3 1 2 6 

近畿 2 1 2 2 0 7 

中国 0 1 0 0 1 2 

四国 0 0 2 0 1 3 

九州沖縄 1 0 1 0 1 3 

海外 2 0 0 0 4 7 

合計 15 14 34 35 43 141 
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（３）歩き方/踏破年度別人数 

 2019 2020 2021 2020 2023 合計 

南に向かって 8 10 16 18 17 69 

北に向かって 5 2 10 11 12 40 

それ以外のルート 2 2 8 6 14 32 

合計 15 14 34 35 43 141 

 

全線踏破挑戦者（2024/3/31 時点 193 名） 

（１）居住地別人数              （２）歩き方別人数 

北海道 4 

東北 158 

 青森県 13 

岩手県 29 

秋田県 7 

宮城県 85 

山形県 5 

福島県 19 

関東 75 

中部 6 

近畿 3 

中国 0 

四国 0 

九州沖縄 2 

海外 9 

合計 257 

 

 

南に向かって 93 

北に向かって 102 

それ以外のルート 52 

未定 10 

合計 257 

考察、及び今後の展開 

MCTの最新情報は、運営計画で定められる通り、臨機応変かつ最新の情報を迅速に公開でき

るよう、当法人のHPで発信している。当法人HPに掲載している問合せ用メールアドレス宛への

海外からの問合せが増加しており、英語サイトの閲覧数も増加していることが想定される。昨年

度に英語サイトを開設したが、各種情報掲載の際に日本語サイトとの二重の登録作業が必要で

あり作業改善をはかる必要がる。また、ＨＰ構築より3年が経過しており、閲覧側が必要とする情

報の優先度が変わってきていると思われるためＨＰ全体の改修を検討する。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1に

含む 

経費 

(人件費含む) 

(1)-②-1に

含む 

売上 (1)-②-1に含む 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる

啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-6 

事業名 

業務名 

道の駅フリーペーパー「おでかけ・みちこ」への MCＴ記事掲載 

期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委託元  

関係団体 三陸ジオパーク推進協議会、川口印刷工業 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐： 板橋真美、坂本麻由子（NPO会員） 

実施内容 

【事業概要】 

東北 7 県のみちの駅を中心に毎号 10 万部発行されるフリーペーパー、「おでかけ・みちこ」に、

ＭＣＴの情報を掲載し、みちのく潮風トレイルの周知に取り組んだ。 

【目的】 

三陸自動車道が完成し、沿岸部への人の流れが変わっている。これまで沿岸部の国道 45 号を

通り、国道沿いの各種施設を利用していた自動車ユーザーは目的地から目的地に短時間で到

達できる高速道路を利用するようになり、沿岸部施設への立ち寄り件数が減っている。 

本取り組みでは、そのような自動車で移動する人々に、車で沿岸部に来てもらうため、一部トレイ

ルを歩き、八戸線や三陸鉄道を利用しスタート地点に戻る、というトレイルの楽しみ方を提供し

た。車で沿岸部に訪れる機会を設け、トレイルを歩くことで長時間滞在を可能にし、沿岸地域経

済の振興を後押しすることが目的である。昨年度に引き続き三陸ジオパーク推進協議会と協働

した。 

【実施内容】 

「みちのく潮風トレイルを歩いて、三陸ジオパークを満喫しよう！」というタイトルで、2023 夏号と

2023 秋号に記事を掲載した。2024 春号からはテーマを変え、市町村が発行するトレイル地図が

入った観光マップ（地元マップ）を 1 泊 2 日のモデルコースで紹介する「みちのく潮風トレイルを

歩こう！」という記事を掲載していく。 

vol.45 2023夏号（2023年 6月 25日発行） 陸前高田市 

vol.46 2023秋号（2023年 9月 25日発行） 気仙沼大島 

vol.48 2024春号（2024年 3月 25日発行） 唐桑半島トレッキング MAP 
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参考：読者からの感想（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察、及び今後の展開 

令和 4 年度に引き続き三陸ジオパーク推進協議会と連携して紙面の作成に挑んだ。ライターの

手配、ページ構成等を当法人が担当し、ジオパークはガイドの費用を負担した。紙面は毎号見

開きを用意してもらったため、地図も掲載することができた。媒体からは、読者の感想も寄せられ

るため、その内容を精査し、令和 5年度以降も東北７県への周知活動を続ける。 

掲載料は毎号約９万円を紙面代に、約 5 万円程度をライター、ジオガイドへの謝金、交通費等

に充てている。 

事業費 

（受託金額） 

0円 経費 

(人件費含む) 

518,802円 売上 △518,802円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-7 

事業名 

業務名 

日本航空東北支社との連携 

期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委託元  

関係団体 日本航空東北支社 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板橋真美  

実施内容 

【事業概要】 

日本航空東北支社は、基本戦略「グリーンロード」として、「にぎわいの道」「豊かさの道」「幸せの

道」の３つの道を掲げており、MCTはその全てに通じるものであるということから支社を挙げてトレ

イルの認知拡大、東北への誘客強化を目指すため協力及び事業連携したいとのご提案をいた

だいた。 

【目的】 

MCT が通る 4 県内には日本航空の航空便が就航している。空港は青森県（青森、三沢）、岩手

県（花巻）、宮城県（仙台）の 4 か所があり、日本各地の空港と繋がっている。また、来日外国人

旅行者が回復しつつある中で、海外からハイキングを目的に入国する外国人ハイカーを東北に

誘客し、地域の賑わいや活性化につなげたいという狙いがある。 

【実施内容】 

令和 5 年度は、日本航空東北支社より広報に関わる様々な支援をいただいた。具体的には、

JAL 機内誌「スカイワード」の国内線版及び国際線版への記事掲載、日本航空の社員の方がト

レイルを実際に歩き「東北支社のいち押し！」として自社ホームページでＭＣＴを紹介、そして日

本博 2.0受託事業（事業番号(1)-③-1）では、外国人編集者と映像作 2名分のイギリス～日本の

往復航空券を協賛、１２月にはオーストラリアからの旅行会社を招いたみちのく潮風トレイルFAM

トリップを実施していただいた。 

 

  ①日本航空ホームページより 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる

啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-8 

事業名 

業務名 

2023第 10回MON ミーティング 

期間 令和 5年 11月 4月～令和 4年 11月 5日 

委託元 

関係団体 みやぎ野外教育ネットワーク 

担当者 業務主任：相澤久美 業務補佐：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

令和 4 年に所属している「みやぎ野外教育ネットワーク（ＭＯＮ）」で毎年開催しているイベント

で、今回は第 10 回を迎え川崎町 AONE×MATKA にて開催された。今回のテーマは「プロフェ

ッショナルから次の世代につなぐ」をテーマに６つの分科会とメイントークセッションが行われた。

当法人からは晴山が「ロングトレイルとMCTの魅力」と題した分科会のモデレーターを務めた。 

【目的】 

MON は宮城県内の産学官民９団体が所属しており、主に会員を対象に交流事業、指導者養成

事業を行い野外教育・活動者の質を向上させ維持することを目的としている。特に、今年で 10

回目の節目を迎えるMONミーティングでは、近年のロングトレイルのムーブメントや新たなアドベ

ンチャーツーリズム(AT)の潮流など、刻々と変化しているアウトドア産業を取り巻く状況下で、次

の 10年の変革を見据え、次世代のアウトドアリーダーを目指す若者たちに明確なビジョンを与え

ることを目的とした。 

【実施内容】 

参加者数 宮城・福島・山形の野外教育、保育教育に関わる大学生３０名 

１日目： 

・分科会①-A「プロジェクト・アドベンチャー体験」

モデレーター：田口 康宏（国立花山青少年自然の家）

・分科会①-B「ロープでつくる子どもの遊び場と安全管理」(屋外)

モデレーター：塚原俊也（くりこま高原自然学校）

・ナイトセッション「私たちは今どこに立っているのか：野外教育産業の今後のビジョン」

スピーカー：岡村泰斗

２日目： 

・分科会②-A「安全登山のススメ～地図とコンパス～」

モデレーター：井上望（仙台大学）

・分科会②-B「漁村留学の可能性」

モデレーター：安田健司（モリウミアス）

・分科会③-A「川遊びの魅力と安全管理」

モデレーター：住吉 利允（くりこま高原自然学校）
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・分科会③-B「ロングトレイルとみちのく潮風トレイルの魅力」

モデレーター：晴山功（NPO法人みちのくトレイルクラブ）

・トークセッション「MON Next 10 years 新たな野外産業の可能性～野外教育と AT との接点

を探る～」

モデレーター：齋藤理（鳴子温泉もりたびの会）

① 分科会③-Bの様子 ② ナイトセッションの様子

③ ワークショップ（ﾛﾝｸﾞﾄﾚｲﾙと安全）の様子 ④ トークセッションの様子

考察、及び今後の展開 

宮城の野外教育・野外活動分野の第一人者が講師となりワークショップを開催し、将来の野外

活動・野外教育の分野を担う学生たちに様々な講義を行った。現在の MON ミーティングの主た

る参加者は幼少年教育に携わろうとしている学生達だが、それに留まらずない広い分野で参加

してもらえるようにしたい。今後も他団体との交流を通して知識・技術の向上を図り、トレイルセン

ターでの講義を開催してもらうなど活動の幅を広めたい。

事業費 

（受託金額） 

0円 経費 

（人件費含む） 

0円 売上 0円 
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（1）-⑤ トレイルに関わる調査・研究事業 

本事業年度は実施なし。 

（1）-⑥ トレイルに関わる人材育成・ガイド養成事業 

本事業年度は実施なし。 
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さらに、ウェブサイト等に日英併記で掲載しハイカーへの周知を図った。トレイル全般に対し

ての電話、メール、対面等による利用者からの問合せに対応した。 

 

・ 年間来館者数：18,247名（内、ハイカー数 1,672名）。※表 1参照 

・ 問合せ件数：電話 223 件、メール（フェイスブック含む）85件。 

主な問合せ対応は表 2のとおり。外国人からの問合せについては表 3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表１）センター来館者数 

（表 2）主な問い合わせ対応（窓口、電話メール） 
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② 館内施設の利用案内 

来館者に対し施設の利用案内を行う他、館内施設（講義室、会議室、実習室、シャワー）等の

予約対応、貸室利用対応を行った。また、希望する貸室の利用者には MCT 及び名取トレイ

ルセンターについてのレクチャー（概要説明）を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 4）施設利用件数及びレクチャー実績 

（表 3）外国人からの問い合わせ 
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考察、及び今後の展開 

令和 5 年度の来館者数やハイカー数は前年度と同程度の数字ではあるが、来館する外国人ハ

イカーはコロナ前の令和元年以上に多かった。近年、海外メディアで MCT が紹介される機会が

増え、歩いた外国人ハイカーが SNSなどで情報を拡散してくれたことが、新たなハイカーをMCT

に誘致することに繋がっていると推察する。センターで出会った国内外のハイカー同士がトレイ

ルの情報交換をしたり一緒に話をしたりして楽しむ姿が見られた。施設の維持管理に関しては、

グリーンメンバーの皆さんの存在がとても大きく、園庭の除草作業や窓清掃、年末の大掃除など

職員では手が回らないところで助けていただく機会が多く、大変有難かった。来館者に快適に過

ごしていただくために引き続き日々の清掃や点検など怠らずに行っていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

10,395,382円 経費 

（人件費含む） 

10,235,557円 売上 159,825円 
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事業種別 
(1)-⑦ 上記目的を達するために必要な施設等の活用

及び受託管理事業 

事業 

番号 
(1)-⑦-2 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会業務 

期間 令和 5年 4月 1日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会（名取市） 

関係団体  

担当者 協議会副会長：佐々木豊志、業務主任：相澤久美 

センター長：板谷学、副センター長：板橋真美 

業務は職員全員で実施 

実施内容 

【事業概要】 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会の事務局として、MCT、及び名取トレイ

ルセンターの管理運営に関する事業を実施した。 

【目的】 

協働する自治体、地域事業者、住民の方々のトレイルやハイキングに関する理解を促し協力を

得ること、また多くのハイカーに来訪してもらい、地域の方々と交流を産み出し、東北沿岸の復興

と更なる振興に資することを目的とし実施した。地域の方々のトレイルやハイキング、ハイカーに

対する理解は、MCT を歩いてくれるハイカーが地域の方々と交流する中で自然に進めてくれて

おり、名取トレイルセンターでは、ハイカーが安心安全にトレイルを歩くことができるよう必要な情

報発信を収集発信し、地域の方々とハイカーの交流がよりよく進むことを目的とし運営された。 

【実施内容】 

事業 1 みちのく潮風トレイルの管理運営に関する事業／事業(1)-②-１詳細記載 

① 統括本部として、以下の事業を行った。 

・路線の再設定支援、運営計画構成員との連絡調整、運営計画構成員からの情報収集、運

営計画構成員への提供・指示、状態把握（一斉巡視等）の声がけ 

・管理台帳の管理・更新・共有 

・環境省直轄区間の維持管理業務 

・整備ボランティアの募集と管理 

・利用者情報の収集 

・地域連絡会の開催支援 

・サテライト連絡会の開催 

・旅行会社等への情報提供 

・イベント用具類の管理・貸出 

・日本ロングトレイル協会など関係他団体との情報交換 

② 東松島市から相馬市区間のサテライトとして、以下の事業を行った。 

・各構成員との連絡調整、情報収集・提供、状態把握（一斉巡視等）の声掛け 

・現地調査 
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・地域連絡会の開催 

事業 2 ハイカー、来館者等へのサービス提供事業／事業(1)-⑦-1に詳細記載 

ハイカー、来館者等へのサービスとして以下の事業を行った。 

・窓口・電話・メール問合せ対応 

・館内案内、来館者へのレクチャー 

・来館者への観光等情報の提供 

・書籍・映像媒体の管理 

・館内展示 

事業 3 環境教育プログラム等提供事業 

交流人口の拡大、環境保全・自然保護への理解・参画を推進するため、以下の事業を行っ

た。 

・地域資源を活かした環境教育プログラム等の提供 

・センターや地域資源を活用したプログラムを実施する他団体の情報収集及び連携体制の

構築 

事業 4 地域交流促進事業 

周辺地域住民の地域交流を促進し、また、国内外からの来訪者と地域住民、来訪者同士の交

流を促進するための事業として、以下の事業を行った。 

・名取トレイルセンター TRAIL DAYS（２日間）、数珠繋ぎハイキング（年間 10回実施） 

・センター周辺の施設等の情報発信 

・館内施設の貸室対応 

事業 5 センター維持管理事業 

センターを適切に管理運営するために、以下の事業を行った。 

・館内及び敷地の清掃 

・設備の点検 

・開館時間の延長 

事業 6 その他、事業の理念・目的を達成するために必要な事業 

・運営協議会会長のトレイルの視察及び山田町、野田村への表敬訪問 

 

事業 1：地域連絡会 

 

事業 1：サテライト連絡会 
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事業 2： ハイキング相談会 

 

 

 

 

 

 

 

事業 3：清掃活動（名取市） 

 

 

 

 

 

 

 

事業４：数珠繋ぎハイキング 

 

 

 

 

 

 

 

事業 4：名取トレイルセンター TRAIL DAYS 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 4：閖上浜での植栽活動と観察会 事業 6：山田町、野田村への表敬訪問 

考察、及び今後の展開 

地域連絡会においては、自治体以外の地域事業者の参加が少しずつ増えており、地域全体で

トレイルを活用しようという機運が盛り上がりを見せている。さらに、地域住民の主体的なトレイル

整備やハイカーへの協力（サポーター登録など）も増えた。１０月には名取トレイルセンター運営

協議会・山田会長、東北地方環境事務所田村所長とトレイルルート（久喜漁港～野田村役場、

御殿崎～熊の鼻展望台、山田町大釜崎、気仙沼市唐桑町）を視察し、山田町と野田村に表敬

訪問を行った。 

地域交流促進事業のひとつである「数珠繋ぎハイキング」は、初心者にも MCT を体験していた

だけるようにと令和３年１０月から開始したものだが、令和５年は申込み受付開始から 1 時間ほど

で定員に達する人気イベントとなった。また、二名の方が毎回参加して名取トレイルセンター管

轄区間を歩き通し、数珠つなぎハイキング終了後も自ら石巻市以北を続けて歩きたいとハイキン

グマップブックを購入された。このイベントを通じて MCT ファンになり、様々なイベントに積極的

に参加される方も見受けられた。令和６年度は同じ距離設定で相馬市から北に向かって歩くイ
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ベントを 9月より開催したい。また、テント泊でこの区間を歩くイベントも企画したい。 

施設運営は 5 年目に入り、1 年間様々な取り組みが行われたが、それぞれの職員が意見を出し

あい、新たな取り組みをすることで少しずつファンの獲得につながっている。４月には名取トレイ

ルセンターにて二回目の「名取トレイルセンター TRAIL DAYS」を開催し、二日間で約３００名が

来館した。このイベントを通じて、名取市や閖上地域の方々との交流も深めることができた。環境

省の施設であることを踏まえ、より公共性の高い活動を意識し取り組んでいきたい。 

事業費 

（受託金額） 

7,704,001円 経費 

（人件費含む） 

7,562,906円 次期 

繰越金 

141,095円 
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事業種別 
(1)-⑦ 上記目的を達するために必要な施設等の活用

及び受託管理業務 

事業 

番号 
(1)-⑦-3 

事業名 

業務名 

野営場運営、野営場予約サイト運営 

名取トレイルセンター野営場等の管理運営業務 

期間 令和 5年 4月 1日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体 

担当者 業務主任：相澤久美   主担当：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンター野営場の利用者への対応及び、委託施設の維持管理、周辺施設や関係

団体等と連携してサービス向上に努めた。 

【目的】 

当該施設は、MCTを歩くハイカーへのサービス提供だけでなく、オートキャンプやデイキャンプ

等のレクリエーションの機会やサービスを提供することにより周辺地域住民をはじめとする人々が

交流する場として管理運営されることを目的としている。 

【実施内容】 

① 利用者への対応

(ア) 利用予約の受付及び調整

(イ) 施設利用料金の徴収

(ウ) 施設利用方法の説明

(エ) 名取トレイルセンター、及び周辺観光施設の案内

(オ) ウェブサイトなどによる施設の広報

(カ) 年少者、高齢者、障がい者等へのサポート

(キ) 窓口対応、各種問い合わせへの対応

(ク) 要望、苦情、トラブル、緊急時等への対応

(ケ) テント設営時のアドバイス

② 野営場施設の維持管理

③ 野営場施設の点検及び修繕

④ 水抜き作業（水道の凍結が想定される際）

⑤ 芝刈り払いと除草

⑥ 樹木点検

⑦ 清掃ならびに廃棄物の回収及び破棄

⑧ バイオトイレの点検及び清掃

⑨ 備品管理

⑩ 忘れ物の回収、保管、返却

なお、東北地方環境事務所による名取トレイルセンター園地の整備工事のため1月～3月の間は

フリーサイトの営業を停止した。
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GWの利用状況 夏まつり時に家族で利用 

考察、及び今後の展開 

コロナ禍が開け国内外のハイカーが名取トレイルセンターを多く訪れるようになった。

内、特に大半の海外のハイカーは当野営場を利用し、シャワー、洗濯機なども利用しリ

フレッシュしていく様子が見られる。当初から検討しているハンモックの貸出しについ

て、収益事業部と連携し令和 6年 6月中を目途に開始する予定。利用者の幅を広げるた

めにキャンプ初心者の親子キャンプ教室を令和 6年に名取市受託事業として実施するこ

とが決まっている。また、閖上公民館と連携し同様にキャンプ初心者向けの事業を実施

する予定。企業での社外研修利用についても引き続き企業に打診していく。 

アンケートで要望の多かったセンター内トイレ・シャワーの利用時間延長について繁忙

期に試運用を行う。 

引き続きハイカーや周辺地域住民をはじめとする野営場利用者へのサービス向上に積極的に

取り組んでいきたい。 

事業費 

（受託金額） 

3,528,873円 経費 

（人件費含む） 

3,052,344円 売上 476,529円 
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人数 割合

初めて 222 51%

２回目 69 16%

３回以上 143 33%

合計 434 100%

累計
利用回数

件数 割合

0泊 3 1%

1泊 405 93%

2泊 20 5%

3泊以上 8 2%

436 100%

累計
宿泊数

人数 割合

ハイキング 20 4%

キャンプ 414 89%

デイキャンプ 6 1%

イベント参加 10 2%

ワーケーション 0 0%

観光 13 3%

合計 463 100%

累計
利用目的

人数 割合

ソロキャンプ 97 21%

友人・知人と 156 34%

家族・親族と 205 45%

合計 458 100%

累計
誰と利用したか
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事業種別 
(1)-⑧ その他、第 3条の目的を達成するために必要と

認められる事業 

事業 

番号 
(1)-⑧-1 

事業名 

業務名 

路線協議／マップ・データブック修正 

期間 令和 5年 4月１日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 

関係団体 環境省東北地方環境事務所、一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所 

担当者 業務主任：森恭平  業務補佐：松川亮太、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

「みちのく潮風トレイル運営計画」において、MCT の路線地図は、名取トレイルセンター運営協

議会事務局がその役割を担う統括本部が作成・発信することとされていることから、現在当該協

議会の事務局を務める当法人では令和 2年 10月より「Hiking Map Book」を販売し、利用者に路

線情報を届けている。 

一方、MCT の路線設定主体は環境省東北地方環境事務所であり、路線の再設定の必要性が

生じた場合は構成員と東北地方環境事務所が協議を行うこととされているため、路線変更必要

箇所については路線変更の手続きが行われるよう環境省東北地方環境事務所に働きかけを行

った。また、「Hiking Map Book」の作成・改訂については一般社団法人トレイルブレイズハイキン

グ研究所に委託しているため、路線変更の進捗状況について適宜情報提供した。 

【目的】 

MCT 全線開通から 5 年が経過する中で、道路工事の進捗による道路状況の変化等が発生し、

一部の箇所で利用者に情報提供している路線図と道路状況に齟齬が生じている。MCT は道標

を見て歩くのではなく、地図を携帯して歩くことを前提としており、スルーハイクやセクションハイク

の計画を立てる上でも路線地図は必要不可欠な情報源である。路線地図の改訂を行い、利用

者が安全に歩き、MCTを楽しむことができるようにすることを目的に本事業を行った。 

【実施内容】 

① 路線変更の情報収集

現在、路線変更の手続きが行われたものについて、各自然保護官事務所から情報を収集し

た。

② 「Hiking Map Book」と「DataBook」の改訂指針検討

ハイカーの利便性向上を考え、「Hiking Map Book」と「DataBook」の掲載情報やレイアウトに

ついてトレイルブレイズハイキング研究所と検討を行った。 

③ 「Hiking Map Book」と「DataBook」の改訂箇所の情報収集

現在の「Hiking Map Book」と「DataBook」に掲載されている情報について、改定すべきポイン

トを各サテライトと各自然保護官事務所から収集し、取りまとめた。
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考察、及び今後の展開 

路線変更は環境省東北地方環境事務所によって行われるが、事務所内での手続きフローやマ

ニュアルが整備されておらず、自然保護官事務所ごとに所管する路線の距離や市町村数が異

なることから、これまで手続きの進捗が芳しくなかったという経緯があった。路線図は利用者の安

全に直結する情報であることから、引き続き環境省東北地方環境事務所と連携していくとともに、

担当官の異動によっても滞りなく路線変更が行われるように、手続きフローやマニュアルを整備

したい。 

事業費 

（受託金額） 

6,126,927円 経費 

（人件費含む） 

3,843,345円 売上 2,283,582円 
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（2）-① 旅行業法に基づく旅行業 

本事業年度は実施なし。 

（2）-② 旅行業法に基づく旅行業者代理業 

本事業年度は実施なし。 

（2）-③ 宿泊施設及びガイドのあっせん事業 

本事業年度は実施なし。 

（2）-④ トレイルに関する旅行商品企画事業 

    本事業年度は実施なし。 
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事業種別 (2)-⑤ トレイル関連商品の販売事業 
事業 

番号 
(2)-⑤-1 

事業名 

業務名 

TRAIL GATE／ハイキングギア・書籍等の販売 

期間 令和 5 年 4 月 1 日〜令和 6 年 3 月 31 日 

委託元 

関係団体 株式会社ハイランドデザイン 

担当者 業務主任：柳田真澄   業務補佐：板谷学 

実施内容 

【事業概要】 

令和 3 年度より環境省東北地方環境事務所から国有財産使用許可を受け、名取トレイルセンタ

ー内一部で東京・三鷹の Hiker’s Depot とみちのくトレイルクラブ協働の「TRAIL GATE」というハ

イキングギアショップを運営した。ショップ内ではロングトレイル/ロングディスタンスハイキングに

関連するハイキングギア、関連書籍等を販売した。 

【目的】 

ハイキング文化の発信と、安全にハイキングをするために必要な知識や道具の提案、ハイキング

中のハイカーに必要な補給物資の提供を目的としている。 

【実施内容】 

① ハイキングギアの販売

バックパック、ハイキングウェア、ガスやアルコールストーブなどの火器類、ツェルト、マットな

どのハイキングギア、その他ヤマビル忌避剤、乾麺などの食料品等、MCT を歩くために必要

になる商品を販売した。

② オンラインショップの運営、商品発送対応

令和 3 年から開設しているオンラインショップにてオリジナルグッズ、Hiking MapBook、

DataBook を引き続き販売した。Hiking MapBook、DataBook は日本国内だけでなく、海外か

らも注文をいただいた。

TRAIL GATE 外観 オリジナルグッズのレイアウトの様子
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書籍販売の様子 オンラインショップの様子 

考察、及び今後の展開 

令和 5 年度は売上前年度比約 30％増となった。 

仕入れ商品の売上が前年度比約 48％アップとなっている。仕入れ商品の幅を広げてハンモック

/ハイキングウェア/サングラス、MCT 沿線の市町村特産品の缶詰、ビール、マスカットサイダー

などを新たに取扱開始、来店者への接客時間を設ける、ハイキングギア相談会を設けるなどを

実施したことが要因といえる。 

MCT 沿線市町村特産品は陸前高田市の陸前高田マイクロブルワリー、陸前高田神田葡萄園、

大船渡市の三陸ブルーイング・カンパニー、かたつむり、大槌町の MOMIJI などと取引を開始し

て販売している。地域文化発信の一つともなっているため、これらは引き続き販売していく。 

引き続き販売促進の取り組みが必要である。売上だけが目的ではなく文化発信としての役割も

帯びているため、本質を欠いた利用促進をしないよう留意する必要がある。 

事業費 

（受託金額） 

1,595,366 円 経費 

（人件費含む） 

1,493,508 円 売上 101,858 円 
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事業種別 (2)-⑤ トレイル関連商品の販売事業 
事業 

番号 
(2)-⑤-2 

事業名 

業務名 

TRAIL GATE／オリジナル商品の販売 

期間 令和 5年 4月 1日〜令和 6年 3月 31日 

委託元 

関係団体 株式会社ハイランドデザイン、合同会社マトイクリエイティブ、株式会社サンコー

富田、株式会社フリゴレス 

担当者 業務主任：柳田真澄  業務補佐：板谷学 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンターの来館者から、MCT のグッズが欲しい」という要望を受けて令和 2 年 4 月

より TRAIL GATE で販売しているオリジナルグッズ（T シャツ、缶バッチ、ステッカー、財布）を継

続して販売している。加えて令和 3 年度に年賀寄付金の配分を受けて作成した MCT の歩き旅

を記録する手帳「ハイキングパスポート」も店頭およびオンラインショップで販売した。令和 5年度

は新たに、オリジナル手ぬぐい、加藤正芳著「みちのく潮風トレイルを歩く～全線 1,025km を踏

破して」、オリジナルコーヒーを製作し販売を開始した。 

【目的】 

名取トレイルセンターはMCTを歩くハイカーや地域住民、観光客が訪れる施設である。オリジナ

ルグッズは、これから歩くハイカーにとってはトレイルを歩いている目印として活用することがで

き、また、歩き終えたハイカーにとっては、歩いた思い出の一つとして手に取ることができるため、

オリジナルグッズ＝ファングッズを通して、MCT とハイカーの関係性を構築する一助とすることを

目的としている。 

地域住民や観光客においてもお土産物として手に取ることができるため、MCT に関心を向けて

いただくきっかけとして活用する。また、新たに販売を開始したハイキングパスポートは単なるス

タンプラリーとして景品を集める取り組みではなく、地域との交流促進を主眼におき長く大切にし

てもらえることを目的とした。 

また、加藤正芳著「みちのく潮風トレイルを歩く～全線 1,025km を踏破して」を販売することによ

って、ロングトレイル文化、地域との交流についてなどを発信することができた。 

【実施内容】 

① オリジナル商品の販売

・Tシャツ（グレー、ネイビー）

・缶バッジ

・ステッカー

・財布

・タンブラーボトル

・ピンバッチ（デザインは環境省が作成したものを踏襲）

・ハイキングパスポート
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・オリジナル手ぬぐい(紺色、水色) 

・オリジナルコーヒー 

Tシャツは令和 4年度から引き続き名取市のサンコー富田へ作成依頼している。 

オリジナル手ぬぐいは株式会社ハイランドデザイン長谷川氏監修、デザインを合同会社マト

イクリエイティブに依頼した。MCT 沿線の市町村名をデザイン内に入れ、ハイカーが歩いた

思い出、また市町村の認知度向上を意識したデザインとした。 

オリジナルコーヒーは名取市にも店舗を構え、宮城県内に複数店舗経営をするフリゴレスに

依頼した。ホームページのフォトコンテストに投稿いただいた MCT ハイカーからの写真を使

用したデザインにし、コーヒー豆はハイキング中の時間別場面をイメージしたブレンドにし

た。朝、昼、夕方、夜の全 4種。 

 

 

 

 

 

 

 

みちのく潮風トレイルを歩く～全線 1,025kmを

踏破して 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナル手ぬぐい(2色) 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルコーヒー 

 

考察、及び今後の展開 

令和 5 年度はオリジナルグッズの製品群拡大を実施した。お土産にも手に取りやすい手ぬぐい

やコーヒーを加えたことで、大きく売上を上げるには至っていないが前年比約 30％アップと好

調。令和 6 年度は新たにオリジナルキャップ、オリジナル T シャツ新色を企画。MCT とハイカー

の関係構築一助としての目的に沿って、新たなグッズ展開を企画していく。 

事業費 

（受託金額） 

2,291,186円 

（売上純利益） 

経費 

（人件費含む） 

1,302,870円 売上 988,316円 
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事業種別 (2)-⑤ トレイル関連商品の販売事業 
事業 

番号 
(2)-⑤-3 

事業名 自動販売機での飲料提供及び洗濯乾燥機の設置 

期間 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委託元 

関係団体 （株）ダイドードリンコ、㈱コカ・コーラボトラーズ 

担当者 業務主任：板谷学   業務補佐： 板橋真美 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンター館内及び敷地内にある自動販売機（館内 1台、屋外 2台、計 3台）にて飲

料を販売した。また、家庭用乾燥機付き洗濯機を設置し、ハイカーへのサービス提供を行った。 

【目的】 

名取トレイルセンターを訪れるハイカー等の利用者に対し、休憩時にリフレッシュ出来る飲料を

提供する。また、洗濯を必要とするハイカーに有料で洗濯機を貸し出す。 

【実施内容】 

飲料の自動販売機は、（株）ダイドードリンコ 2 台と（株）コカ・コーラボトラーズ 1 台の計 3 台を設

置している。環境への配慮から、自動販売機の中にはリサイクルペットボトルを用いた製品と缶

製品のみを補充してもらえるよう依頼し、使い捨てプラスチックの削減につながるよう協力してい

ただいている。なお、館内の自動販売機ではハイカー向けにスナック菓子も販売している。 

洗濯機は家庭用で簡易乾燥機能が付いているが、厚めの衣類を完全に乾燥させることは難し

い。 

館内の自動販売機   屋外（野営場側）の自動販売機   洗濯機 

考察、及び今後の展開 

令和 5 年度は館内、屋外共に利用者から自動販売機の場所を聞かれることも多く、特に夏に暑

い日が続いたため売れ行きは好調だった。大型連休や夏休みなど野営場の繁忙期には品切れ

や釣銭切れで業者に連絡を入れたことも何度かあった。洗濯機の利用はまだ数ヶ月に 1度程度

の利用だが、外国人スルーハイカーが増えているため今後利用機会が増えるかもしれないので

乾燥機の購入について検討する。 

事業費 

（受託金額） 

80,160円 経費 

(人件費含む) 

72,973円 売上 7,187円 
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